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平成２６年第６回美瑛町議会定例会会議録 

議 事 日 程（第１号） 
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午前９時３０分 開会 

 

開会挨拶 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    おはようございます。第６回定例会、全員のですね皆さんの出席の下

に開催の運びとなりました。天気でございますが、本当にこの長雨にはですね農業のみならず、

建設業等もですね影響を受けているところでございますが、しかし全道的にですね大きな被害

の出た地区もあるわけでございますが、幸いにもですね美瑛町はそれほどの災害になっとらん

と、これが救いかなというふうに思うところでございます。今回はですね７人の議員から一般

質問ということでございます。町長、教育長にですね、それぞれ質するわけでございますが、

今日はですね一般質問のみの日程の予定でございます。時間も十分ございますので十分に議論

を深めていただくようお願い申し上げまして、開会をいたします。 

 

開会及び開議宣告 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ただいまから平成２６年第６回美瑛町議会定例会を開会します。 

本日の会議を開きます。ただいまの出席議員は１４人であります。 

 

美瑛町町民憲章の朗唱 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから美瑛町町民憲章の朗唱を行います。 

（全員起立して町民憲章の朗唱を行う） 

（朗唱文の記載を省略する） 

 

招集挨拶 

    

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長から本定例会招集の挨拶があります。 

（「はい」の声） 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    おはようございます。平成２６年第６回美瑛町議会定例会、先ほど議長

さんの方からもお話ありました全員の議員の皆さん方の出席をいただき、開催をいただきまし

たこと、心からお礼を申し上げます。また、閉会中におきましても、いろんな美瑛町の取り組
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み、また町民の方々の活躍等支えていただいておりますことに改めてお礼を申し上げ、開拓記

念式典でも公益、公職、また優良後継者の表彰等行わさせていただきました。敬老会も併せて

同じ日に開催をさせていただいたところでありますけども、出席を賜りましたことに厚くお礼

を申し上げるところであります。敬老会の方では、いろいろと余興もあったわけでありますけ

ども、今年度におきましては、特筆すべきは１００歳の方が町内全域で８名の方が、数えです

から現在満では９９歳ということなんですけども、そういう高齢者の方々が多く顕彰すること

ができた、お祝いをすることができたということで大変うれしく思っているところであります。

１０人の方が１００歳以上、今美瑛町におられるということでありますから、長寿を祝い、ま

た長生きのできるまちづくり、今後とも進めていければなと改めてそんなことを思った次第で

あります。天候等なかなか不順であり、収穫の作業等もままならない部分も出ており心配をし

ておりますけども、後ほど行政報告もいたしますけども、作物の出来については、ある程度良

い状況ではないかというふうに言われておりますので、何とか事故もなく出来秋を迎えたいと、

そんなふうに考えをもって願っているところであります。 

本日、提案をさせていただきます議案について少々説明をさせていただきます。議案第１号

につきましては、美瑛町議会の議決すべき事件に関する条例の一部改正についてであります。

本条例の改正については、地方自治法第９６条第２項に規定する議会の議決すべき事件につい

て町の基本構想の策定、変更、または廃止及び姉妹都市、または友好都市の提携解消について

追加規定するものであります。施行期日は公布の日からとなります。 

議案第２号は、平成２６年度美瑛町一般会計補正予算であります。１億６０万円の補正を提

案させていただきます。内容については後ほど説明させていただきますが、総合行政情報シス

テム管理事業等の補正であります。 

続きまして、議案第３号につきましては、平成２６年度美瑛町水力発電事業特別会計補正予

算でありますが、５５万５千円の増加の提案であります。 

議案第４号につきましては、平成２６年度美瑛町白金泉源事業特別会計補正予算についてで

あります。１７号井等の調査、機器整備に伴うものであり７７８万７千円の増を提案させてい

ただくものであります。 

議案第５号については、平成２６年度美瑛町公共下水道事業特別会計補正予算であります。

３００万円の補正を提案をさせていただきます。 

続きまして、議案第６号、平成２６年度美瑛町水道事業会計補正予算についてでありますが、

道々２１３号天人峡美瑛線の改良に伴うものであり、資本的収入及び支出についての補正を提

案をせていただくものであります。 

議案第７号につきましては、平成２６年度美瑛町立病院事業会計補正予算でありますが、費

用調整による補正であります。 
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議案第８号、教育委員会委員の任命についてであります。９月３０日で任期満了となります

小野寺晴紀教育委員会委員の再任について、議会の同意をお願いをするものであります。 

議案第９号、請負契約の締結であります。商店街コミュニティ施設整備事業その１の請負契

約について提案するものであります。 

議案第１０号から議案第１２号の財産の取得についてでありますが、民有林環境保全基金に

よる民有林の取得ほか２件の財産の取得について提案をさせていただきます。 

議案第１３号、北海道市町村職員退職手当組合を組織する団体の増加及び北海道市町村職員

退職手当組合規約の変更については、地方自治法の規定に基づき議会の議決をお願いをするも

のであります。 

議案第１４号、姉妹都市提携の解消についてであります。昭和４８年第５回美瑛町議会定例

会で議決をいただいたオーストリア共和国ザルツブルグ州ザールバッハ町との姉妹都市提携に

ついて、長期間にわたる交流、訪問等の提携実績もないということから、解消するべく議会の

議決をお願いするものであります。 

認定第１号、平成２５年度美瑛町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、認定第８号、

平成２５年度美瑛町立病院事業会計決算の認定についての８会計につきまして、監査委員の審

査を終了したことから、監査委員の意見を付して決算の認定をお願いするものであります。 

報告第１号、債権の放棄についてであります。平成２５年度において放棄した債権について

報告をさせていただきます。 

報告第２号及び報告第３号の専決処分についてでありますが、平成２６年第３回美瑛町議会

臨時会において議決された請負契約について、地方自治法の規定により専決処分しましたので

議会に報告するものであります。 

以上、議案１４件、認定８件、報告３件につきましてご提案をいたします。慎重なるご審議

をいただき、お認めいただきますようお願いを申し上げてご挨拶に代えさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会

議規則第１２６条の規定によって、５番斉藤幸一議員と９番穂積力議員を指名します。 

 

諸般の報告 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから諸般の報告を行います。 
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事務局長。 

○議会事務局長（後路宜伸君）○議会事務局長（後路宜伸君）○議会事務局長（後路宜伸君）○議会事務局長（後路宜伸君）        

（諸般の報告をする） 

（報告文の記載を省略する） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これで諸般の報告を終わります。 

 

日程第２ 議会運営について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第２、本定例会の議会運営について、山家慶治議会運営委員会委

員長の報告を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、山家委員長。 

（議会運営委員会委員長 山家 慶治議員 登壇） 

○委員長（山家慶治議員）○委員長（山家慶治議員）○委員長（山家慶治議員）○委員長（山家慶治議員）    おはようございます。報告いたします。 

(議会運営についての報告をする) 

(報告文の記載を省略する) 

以上であります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これで議会運営についての報告を終わります。 

 

日程第３ 会期の決定について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第３、会期の決定の件を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は本日から９月１９日までの２日間に決定したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「なし」の声） 

異議なしと認めます。従って、会期は本日から９月１９日までの２日間に決定しました。 

本日の議事日程は、議会運営委員長の報告のとおりであります。 

 

行政報告 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長から行政報告の申し出がありました。これを許します。 

（「はい」の声） 

浜田町長。 
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（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    平成２６年第６回美瑛町議会定例会に行政報告を申し上げます。報告書

をご覧ください。８件についての報告を申し上げます。 

まず、第１件でありますが農作物の生育状況であります。平成２６年９月１５日現在であり

ますけども、記載させていただきますように水稲、馬鈴しょ、小豆等は並ということで、それ

ぞれ数日早いというような状況も生まれています。また、てん菜についてもやや良ということ

であります。全体的に作物の収穫については、期待できる状況ではないかというふうに情報を

いただいておりますので、今後とも出来秋を期待していきたいというふうに考えています。 

続きまして２点目、美しい村マルシェの開催についてであります。平成２６年８月１６日か

ら２４日と９日間でありますけども、札幌市と、また札幌の市立大学との連携の中で、札幌市

北三条広場、新しくできた広場でありますけども、そこで開催をさせていただきました。日本

で最も美しい村連合加盟の道内の６町村が協力し合って特産品の販売、音楽イベント、写真展

の開催を行い、美しい村連合、そしてまたそれぞれの町や村のアピール等情報の発信をさせて

いただいたところであります。多くの町民の方々に協力をいただき、実行委員の皆さん方にも

大変ご苦労をかけました。心から感謝を申し上げるところであります。来場者数については８

万５千人ということで計上しています。 

続きまして、３のどかんと農業まつりの開催でありますけども、２６年８月２３日、ＪＲ美

瑛駅前広場、本通特設会場で約２万６千名の方々にお出でをいただいての開催となりました。

大変天候も、一時雨が降ったんですけどもその後回復しまして多くの方々が出ていただいた、

そういった催しになりました。関係者の方々は大変ご苦労されたと思いますが、お礼を申し上

げるところであります。 

続きまして４点目、びえい出会いふれあい祭りの開催でありますが、平成２６年８月３１日、

町民センターで２５００名の来場者を数えて参加をいただいて開催をさせていただきました。

この日も天候に恵まれていたというふうに思っています。大変ボランティアの方々、また福祉

関係の方々、町からは消防の関係の取り組みも行い事業も行いましたし、いろんな方々が協力

し合ってふれあい祭りを開催をいただきました。丘のまちフェスティバルの最終イベントとい

うことでありますが、無事終了することできました。皆さん方にお礼を申し上げます。 

続きまして５点目、図書館の読書通帳機の稼働開始についてであります。稼働開始日は平成

２６年８月１６日、利用者数でありますが９月１１日現在２１６名、うち有料交付者６３名、

子どもたちには無料で交付しようということでありますけど、一般の方には有料ということで

取り組みをしてますが、２１６名の方がすでに利用者となっていただいてるということであり

ます。今後とも活用について推進をしていきたいと考えております。 

続きまして、６のＰＥＤ豚流行性下痢の鎮静化についてであります。平成２６年４月１４日
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に北海道内で発生以来、道内２３件、うち上川管内６件の発生があったＰＥＤについてであり

ますが、８月１日に管内、８月１８日に道内での鎮静化が発表されました。美瑛町内では６月

２日に鎮静化となっている状況であります。大変養豚の農家の方々は苦労をされたことであり

ます。町としても石灰の散布ですとか消毒等、支援をしてきたところでありますけども、やは

り１番有効なのはワクチンを用意して接種していくというようなこと、こういったことである

というふうに我々も理解しており、今後ともこういった病気等について対応の体制を取ってい

かなきゃならんというふうに思っています。 

続きまし７点目、自転車タイヤのパンク被害の発生についてでありますが、平成２６年８月

１２日から１３日であります。この件についてはマスメディアでも取り上げられたところであ

りますけども、役場の庁舎、スポーツセンター及び町営住宅敷地内に駐輪していた自転車、約

４０台のタイヤが鋭利な刃物で刺されパンクをしていたところであります。対応といたしまし

て警察への通報を行い、警察が器物損壊事件として捜査中であります。異様な事件であります

けども、こういった事件をどういうふうに未然に防いでいくかというようなことを、今後とも

対応していきたいと思っています。 

続きまして８番目、訴状の送達についてであります。平成２６名８月２７日でありますが、

土地所有者移転登記手続請求についての訴状であります。町内の在住者でありますが、昭和５

３年から昭和５５年に美瑛町が実施機関となり行った二股地区の国土調査において、美瑛町が

架空の調査により事務処理を行い、原告所有の土地について町所有の土地として保存登記を行

ったので、真正な登記名義の回復を求めるということであります。町の方といたしましては、

こういった訴状について弁護士さんとも協議しながら対応していきたいというふうに考えてお

りますが、今のところ昭和５０年当時に行ったこういった調査について法律等に基づいて進め

られてきたというふうな認識を持っておりますので、そういったことも我々としても原告の方

にも申し上げてきましたが、これからも申し上げていきたいというふうに思っているところで

あります。以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これで行政報告を終わります。 

 

一般質問 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第４、一般質問を行います。通告の順番に発言を許します。 

それでは初めに７番花輪政輝議員。 

（「はい」の声） 

はい、７番花輪議員。 

（７番 花輪 政輝議員 登壇） 
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○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    ７番議員です。皆さんおはようございます。私は、本定例会で２項目

の一般質問を行わせていただきます。最初に地域おこし協力隊事業の活用についてであります

が、安倍総理は、人口減少社会における地域活性化対策として、地域おこし協力隊の制度を３

年間で、平成２５年度の３倍に拡充する目標であることを平成２６年６月に発表しています。

地域おこし協力隊とは総務省の支援事業であり、都市地域から過疎地域などの条件不利地域に

住民票を移動し、生活の拠点を移した者を地方自治体が地域おこし協力隊員として委嘱。隊員

は、一定期間地域に居住して地域ブランドや地場産品の開発、販売、ＰＲなどの地域おこしの

支援や農林水産業への従事、住民の生活支援などの地域協力活動を行いながら、その地域への

定住、定着を図る取り組みです。活動期間は、おおむね１年以上３年以下となっており、隊員

１人あたりの報償費などや諸経費および隊員募集経費などを、総務省では特別交付税措置によ

り財政支援などを行うものです。 

現在、全国では３１８団体９７８名、道内でも５８市町村で１６８名の隊員、平成２５年度

の特別交付税ベースですが活躍しています。今後、総務省では約３千名を目標として、各自治

体を支援することを決定しています。本年は、すでに８月末までに道内１２７自治体が応募受

付を終了しており、５自治体が現在ホームページなどで応募受付を行っていることから、道内

では地域おこし協力隊事業が１３２市町村に拡大され取り組みが進んでおります。そこで、町

長に２点伺います。 

１点目としまして、本町の地域おこし協力隊事業の実績状況や事業内容などについて。 

２点目としまして、今後の地域おこし協力隊事業への取り組みなどに対する考え方について

伺います。 

次に、２項目目の土曜日の教育活動の実施についてでありますが、文部科学省では、子ども

たちに土曜日における充実した学習機会を提供する方策の一つとして、平成２５年１１月に学

校教育法施行規則の改正を行い、設置者の判断により土曜授業を行うことが可能であることを

より明確化しました。また、合わせて子どもたちの土曜日の豊かな教育環境の実現に向けて、

地域や企業の協力を得て土曜日の教育活動推進プロジェクトを進めています。この土曜日の教

育活動推進プロジェクトは、質の高い土曜授業の実施のための学校に対する支援策、土曜授業

推進事業や地域における多様な学習、文化やスポーツ、体験活動などさまざまな活動の促進の

ための支援策、地域の豊かな社会資源を活用した土曜日の教育支援体制等構築事業、文部省が

言ってる事業の名前です。 

文部科学省の調査によりますと、平成２４年度すでに土曜授業を実施した公立学校は、小学

校が１８０１校８．８％、中学校が９６６校９．９％、高校が１４２校３．８％であり、まだ

少ないわけですが、法律の改正が行われたことによりまして、今後、土曜教育を実施する学校

が増加するのではないでしょうか。そこで、教育長に２点伺います。 
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１点目としまして、文部科学省の土曜授業推進事業や地域の豊かな社会資源を活用した土曜

日の教育支援体制等構築事業について、どのように考察されているのでしょうか。 

２点目としまして、本町においても今後、子どもたちの豊かな教育環境の実現に向け、土曜

日の教育活動に意欲的に取り組むべきではないでしょうか。以上です。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ７番議員の質問の答弁を求めます。 

（「はい」の声） 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    ７番花輪議員よりの一般質問に町長の答弁について、質問事項１につい

てお答えを申し上げます。７名の議員の皆さん方に一般質問をいただきますが、どうかよろし

くお願いを申し上げます。それでは答弁を申し上げます。 

地域おこし協力隊の制度概要については議員が述べられるとおりであり、総務省の地域支援事業

として平成２１年度から開始され、年々協力隊員や事業に取り組む自治体も増加しております。 

１点目の本町の地域おこし協力隊の取り組み状況についてでありますが、平成２１年度と平

成２２年度に農林水産省の田舎で働き隊、農村活性化人材派遣モデル事業という名前でありま

すけども、田舎で働き隊を活用し、総務省の地域おこし協力隊事業と併せまして、事業主体で

あるＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターを介して実施したもので、起業人材や地域マネジメ

ント人材育成を目的に平成２１年度は６名、平成２２年度は２名の方を受け入れ、身分は嘱託

職員として委嘱し、研修先の農林課では町有林の管理業務、有害鳥獣駆除、農業技術研修セン

ターの施設管理指導などと、当時の商工観光課では観光及びイベント業務、生涯学習課では社

会教育、公民館事業などの業務にそれぞれあたっていただき、現在では４名の方が本町に居住

され、さまざまなところでご活躍されておりますが、この補助事業は２か年で終了したことか

ら以降実施していない状況であります。 

また、類似事業といたしましては、平成２４年度から地域人づくり事業、平成２５年度から

は起業支援型地域雇用創造事業を、それぞれの企業において本年度も実施しているところであ

ります。企業支援型、企業の方々との対応をしていただく、そういった事業について本年度も

事業をしているところであります。 

２点目の今後のこの事業への取り組みの考え方についてでありますが、美瑛町では地元企業

と連携し、地元の高校生の就職への協力などを重要課題として認識していることにご理解をい

ただきたいと思っておりますが、本町のまちづくりにどのように活用できるのかを含めて、地

域おこし協力隊に係る設置要綱の再策定や広報方法も調査し、取り入れる方向について検討し

てまいりたいと考えております。以上であります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、教育長。 
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（「はい」の声） 

はい、千葉教育長。 

（教育長 千葉 茂美君 登壇） 

○○○○教育長教育長教育長教育長（千葉茂美君）（千葉茂美君）（千葉茂美君）（千葉茂美君）    おはようございます。質問事項２、土曜日の教育活動の実施について

答弁を申し上げたいと思います。よろしくお願いいたします。国においては、子どもたちに学

校における授業、地域における多様な学習や体験活動の機会など、これまで以上に豊かな教育

環境を提供し、その成長を支えることができるよう学校、家庭、地域が連携しながら、土曜日

の教育活動の充実を図るよう進めているところです。 

１点目のご質問につきましては、国においては本年度より土曜日の教育活動推進プロジェク

トに取り組むこととし、土曜授業推進事業については、北海道では１４の市と町の小学校１１

校、中学校５校が実践校として指定を受けているところでございます。 

これまでの全国の各学校における土曜日の教育活動の状況につきましては、学期ごとの保護

者への公開授業や運動会、学芸会等の学校行事、また外部の人材を活用した学習を実施してい

る状況にあります。本町におきましては、同様に授業参観や学校行事のほか、関係機関、団体

との連携のもと、文化、スポーツなど各種の事業を実施しているところです。 

２点目のご質問につきましては、子どもたちが自ら選択の楽しみを持ちながら、家族や友達

と社会体験などができるさまざまな教育環境を確保する取り組みが必要です。昨年度の本町の

学習状況調査では、土曜日における児童生徒の活動は、小学校では習い事やスポーツ活動、中

学校では部活動が多くを占めており、また、日々練習した成果を発揮する場として、休日に発

表会や競技大会に参加している状況にあります。一方、テレビやゲームの時間に使うなど、有

意義に過ごしていないという課題も見られます。このことから、子どもたちの望ましい生活習

慣の定着や教育力の向上のため、学校をはじめ家庭、地域、各関係機関、団体との適切な役割

分担と連携のもと、地域の多様な経験や技能を持つ人材の確保と活用を図りながら、また、本

町の教育を理解し、支援していただいている企業や大学などとの連携により、さまざまな学習

支援活動や体験活動などの学習機会の提供について検討してまいりたいと考えております。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    ７番議員です。再度ご質問させていただきたいと思います。最初に１

項目目の地域おこし協力隊事業の活用についてでございますが、総務省の地域おこし協力隊事

業の目的は、今申し上げましたとおり、都市地域に住む意欲のある若い方々に地方の地域の貢

献をしていただくとともにですね、その地方の地域へ定住、移住を図る取り組みでありまして、

地域の活性化に対する支援の事業でございまして、ほとんど丸抱えの状態で、国は積極的に財

政支援するだけではなく、この人材を育てるための研修事業なども全国的に行っております。
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ただいまご答弁をいただきました。そこで大変喜ばしいことでございますが、本町が平成２１

年度から実はこの取り組まれた地域おこし協力隊、現在もですね定住、移住が図られて、４名

もの方々がですね本町で活躍されているというこの事実、本当にうれしい実績ではないでしょ

うか。しかし、なぜですね本町が総務省の地域おこし協力隊事業の活用をやめてしまわれたの

か不思議です。ご答弁にこのようにあります。この補助事業は、２年間で終了したことから以

降実施していない状況でありますと、このようなご答弁がございました。たぶんですね、誤解

をなさったんだなと。隊員の任期は２年で終了したんだと思います。しかし、総務省のこの地

域おこし協力隊の事業は継続して毎年毎年行われて、予算がですね、総務省で用意して待って

ます。それで各自治体がこの募集を行って、人材をですね、人材をったら変ですが、とにかく

その町に行って地域おこし、あるいは地域貢献をしたい、ある町に行ってですね私はやりたい

んだということで、若者がですね、その募集に応じているわけなんですが、たまたま本町では

誤解された。しかし、本町だけではなくてですね実際に誤解した自治体は他にもあったようで

ございます。調べた結果、総務省でですね実は通知文書を出してます。平成２５年５月１６日

で総務省は、地域おこし協力隊の記事における補足説明についてと題した文書でございますが、

内容ですが、国際文化研修という機関紙、実はこの地域おこし協力隊の募集に応じた方々を全

国的に集めてですね総務省が、それで研修会を実施してる。ところが、その研修会を実施して

いる団体の機関紙の中で、記事において北海道喜茂別町と山梨県北杜市の地域おこし協力隊が

取り上げられました。本記事中に、地域おこし協力隊は平成２３年度が最終年度と捉えかねな

い内容の記事が見受けられますが、総務省としては地域おこし協力隊としておおむね１年以上、

３年以下の期間、地域協力活動に取り組んだ場合に対して特別交付税の算定対象とするもので

あります。つまり、平成２１年４月１日から活動を開始した地域おこし協力隊員については、

平成２３年度をもって特別交付税の算定が終了するものであって、平成２３年度で総務省にお

ける地域おこし協力隊の取り組み自体が終了するものではありません。総務省として、地域お

こし協力隊の取り組みは平成２３年度以降も継続して支援する予定であり、地方公共団体にお

かれましては地域力の維持、強化へ向けて積極的に取り組んでいただきますようご説明させて

いただきますと、このようなですね、わざわざ通知文書が総務省から出ておりましてですね、

平成２１年度にたくさんの自治体が取り組んだんですが、その隊員の任期終了とともにですね

補助事業は終わったんだということで、毎年毎年実は募集をすればですね、その部分はきちん

と総務省の地域おこし協力隊の補助事業を受けられたんでありますが、残念ながらそのことを

多くの自治体が理解していなかったということがあるようでございます。ただいまですねご答

弁いただいた中で、今後ですね地域おこし協力隊に関わらず、設置要綱の再策定などによりま

してね新たにですね積極的に取り組まれる方針でないのかなと、理解してもですねよろしいの

でしょうか。募集の時期などとかですね具体的にですね、いつ頃を目指しておられるのか。ま
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たですね、男性だけではなくて女性などもぜひですね募集していただきたいなと、ご検討いた

だきたいなと存じます。女性に好評な町であればですね、当然男性にも好評となることと存じ

ますし、できれば女性に本町に来ていただいて町おこしにご協力をいただき、地域貢献をいた

だく中で本町に定住、移住を図られ、人生のパートナー等を見つけていただいてですね定住、

定着していただくようにですね地域おこし協力隊事業の活用について、町長の考えを再度伺い

ます。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    花輪議員より再質、地域おこし協力隊についていただきました。答弁を

申し上げます。地域おこし協力隊が、都市から地方へ人材を移動し活躍をしていただけるとい

うそういう議員のご指摘、まさにそのとおりだというふうに思っています。重要な案件だとい

うふうに認識をしています。そんな中で、町としても今後準備をしていく考え方ありますよと

いう答弁をさせていただきましたが、その中で勘違いをしてるんでないかということでありま

すが勘違いしておりません。我々は、農業関係の田舎で働き隊というものを最初中心に取り組

みをし、それを札幌関係のそういう団体、ＮＰＯ等回帰センターとも協力し合って、相当美瑛

町については前進的な、そして先進的なという言い方もできると思いますけども、取り組みを

してきたところであります。それと併せて、総務省側でも地域おこし協力隊というのを進めて

いまして、それについても我々も取り組みをしたところであります。そういう面では、制度が

やめるから人材を募集しないとか、そういったことではないということでご理解をいただきた

いというふうに思っています。じゃあなぜ２１年と２２年で合計８名の方を受け入れて、その

後対応してこないんだということでありますけども、人材を受け入れるということも非常に重

要なんでありますけども、実はやはり若い人達の人生をかけた取り組みでありますから、我々

もただ、今回の地域おこし、総務省の部分も毎年募集はするんですけども、本人一人の人につ

いては３年という上限があるわけであります。そうすると３年間を過ぎてですね、その方が地

域の中でどうやって生きてくんだ、暮らしていくんだと言ったときに、その部分について我々

もやはり責任を持っていかないと、ただ地域から募集して３年経ったからお前あと好きなよう

にせという、そういう放り出しはやはり我々としてはできないわけであります。そういう意味

からしますと、２１年と２２年度におきましては、町は非常に積極的に取り組みを行いまして、

厚生労働省あたりからも美瑛町の取り組みは地域に残る確率が非常に高いんで、どうなやり方

をしてるんだということで我々も調査を受けた経緯もありますけども、そのような取り組みを、

全体の像をですねそんなふうに考えながらやってきたということでご理解いただきたいと思

います。ですから、来てですね毎年毎年受け入れていくと、じゃあその方々をどういうふうに

我々が責任持っていくのだというようなこと、我々だけでなくて農業の方に入っている方もお
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られます。今、美田の学校なんかでもやってる方はそういう流れからやっている方であります。

今、美瑛町の役場にも活性化協会のメンバーもそういう中で美瑛町の中で仕事を継続している

方々であります。非常にいろいろ経験もあり能力もある方々ですから、我々としてもせっかく

美瑛町にこういう形で来ていただいた方にはしっかりと実績を備え、そして我々もやはり若い

方ですから、そのときの時点では意欲、活力があって、そのときの経験を持ちながら来るわけ

でありますけども育成をしなければなりません。育てなきゃならんわけであります。そういう

部分も考え合わせると、簡単にですね制度が総務省であるからおいでおいでと言って事業を進

めるということにはなかなかならないということでありますから、今現在我々が受け入れてい

る方々をしっかりと地域の中で働いていただく、また地域の中で生涯を全うしていただく、そ

ういう体制を見据えながら取り組んでいるところであります。今後ともこの取り組みにおきま

しては、その基本線というものはやはり持ち続けていかなきゃならんではないかというふうに

思ってます。大事な若い人の人生をですね、何か一時の総務省なり国の補助金があるから受け

入れて、後は地域で何とか自分でやれよというようなことにはなかなかならんというふうに思

ってます。それから農業ですとか、そういったところの参入につきましても、美瑛町は農業の

若い人の受け入れを非常に手厚い事業でやっていますんで、この田舎と言いますか総務省の事

業で地域おこし協力隊のような形で農業に来てもですね、農業に対しての一端の何か希望とか

やりたいことがあっても、やはり地元の農家の人に入ってやると、技術レベルですとか、やは

り地元の地域の農業の気候、土質等に合ったものという部分については、何年もかけてやはり

勉強していただかなければならんという状況でありますから、こういう部分でもしっかりと美

瑛町の制度を有効に使いながら、若い人たちを受け入れていきたいというふうに考えていると

こであります。ただですね、議員ご指摘のとおり、やはりいろんな能力なり持っている方々が

やはりおられますんで、美瑛町としては今後美瑛町の中でこういう取り組みが必要だと、そし

てそういう中で頑張っていただく方を美瑛町の中で長く活動していただける、そういう基盤を

見据えながらこの協力隊についての設置要綱や、それから広報等も調査して取り入れる方向で

検討していきたいというふうに考えているとこであります。どうぞご理解をいただき、前向き

取り組んでいくということで答弁とさせていただきたいというふうに思っております。以上で

あります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    ７番議員です。それでは、次に２項目目のですね土曜日の教育活動の

実施について再度教育長に伺います。ただいまご答弁で、文部科学省において本年度モデル指

定の学校が１４の市町、小学校は１１校で中学校が５校、１６校というご答弁でございました。

しかしながらですね、文部科学省の調査でその後の発表でありますが、本年度実際にモデルの
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指定じゃないんですよ、指定を受けなくても実際に土曜の授業を実施した公立の小、中、高校

などは、全国では５５７３校、１６．３％。文部省のですね２０１２年度の調査では２９０９

校、８．６％ですから、ほぼ倍増、今年度ですね、した状況であることはですね、７月３０日

付けの道新においても報道されている事実でございます。その中で道内のですね公立、小、中、

高校はどうなのかと言えば、小学校は４８校、中学校は２７校、高校は２４校、合計９９校。

全国ベースで比べますと道内では４％程度でございますので、やはり全国レベルでは低い状況

です。とにかく大きく増加した理由、実際に本年度ですね土曜授業を行った公立学校が大幅に

増加した、この理由につきましてですね文部科学省は、やはり昨年１１月の省令の改正によっ

てですね土曜の授業を教育委員会の判断によってですね可能となったためなんだと。脱ゆとり

教育によるですね新学習指導要領でおよそですね、やはり学習内容は１割の増加したわけでご

ざいまして、この授業時間の確保をやっぱり進めているですね学校が実際多くなったんだとい

うことを言ってます。道内はじゃあどうなんだと。やはりですね全国に比べて、この後、今日

は学力テストのさまざまな一般質問も行われるようでございますが、やはり教育のレベルはで

すね、全国と４７都道府県を比べられた場合ですね、やはり本道は弱いわけでございますよね。

報道でもですね道内の地域に差が出ているという報道がなされております。ですから、今後ま

すますですね市町村の教育委員会の判断によってですね、子どもたちの学力のレベルや、やは

りスポーツのレベルなどにですね相当の差がですね生じてくるのではないでしょうか。その点

ですね、やはり教育委員会も大変だなと。とにかく、この美瑛町はですね、青い池の北海道美

瑛町と現在言われるように、世界の美瑛町、丘のまちの美瑛町として有名でございますから、

何しろ日本一、世界一を目指せって言われても教育長もちょっと困ると思うんですが、ですが

しかし、やはりそうしたですね有名な町ですから、やっぱりそういうソフトレベルのですね、

やっぱり素晴らしいんだというふうになってほしいというですね多くのやはり識者の思いも

受け止めていただいてですね、今後、土曜授業の実施、土曜日の教育活動の実施についてです

ね、真剣に検討する必要があるのではないでしょうか。その点再度ですね教育長に伺います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、千葉教育長。 

○○○○教育長教育長教育長教育長（千葉茂美君）（千葉茂美君）（千葉茂美君）（千葉茂美君）    はい、今、花輪議員からいろいろ数字的なものも挙げていただきまし

た。議員ご指摘のとおり２６年度の中では全国では１６．３％ということで、２４年調査に比

べると倍増しているというような形でございます。北海道におきましても議員お話のとおり、

２４年度調査では北海道では土曜授業の学校がゼロだったんですが、２６年度については先ほ

ど述べられたとおり小学校で４８校、中学校２７校ということで、土曜授業を行っている学校

が出てきたところです。これにつきましても、我々も少し中身について検討させていただきま

した。答弁書でも申し上げましたとおり、これまでの土曜授業の取り組み方としては、平日に
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行っていた学校行事、入学式、文化祭とか運動会等々につきましては土曜日にということで実

施して、その分を平日の授業に余裕を持たすというようなことで取り組みをしてるところが多

いようでございます。東京都等につきましても、保護者等が参加しやすいような授業参観日を

土曜日に設けて、地域に開かれた学校づくりを進めるというようなことで、特別にそこで教科

の授業を行うということではなくて平日に行われていたものを土曜日に実施して学校の授業

時間の余裕と、それから保護者が出やすいようなシステムにするというようなことで始まって

いるようでございます。先ほど花輪議員もおっしゃったとおり、２００２年以降土曜日は学校

が休みということで、学校週５日制が始まって１０年以上経ったところでございます。それを

受けて文科省が、教育委員会においての判断ということで見直しをされたところでございます。

その中で言われている部分としては、生活習慣の定着を図るというようなことで、それによっ

て基礎的な学力も上がるんではないかというようなそんな効果を期待して、またもう一方では、

保護者に土曜授業等をやったところでどんな効果があるかなということで、いろんな検証も必

要だっていうことを文科省も言っているところでございます。本町におきましては、これまで

も土曜日に入学式等々の学校行事については実施しているところでございますが、それに加え

て社会教育の観点からは、いろんな体験学習等を取り入れて土曜日を有意義に過ごすようなと

いうことで、子どもたちの活動を土曜日、日曜日に行っているというような活動をしていると

ころでございます。今回、北海道が実践校と指定した中では、管内では１町が指定ということ

で指定校を受けてございます。その分のいろいろ、その町のいろんな状況もちょっと教えても

らったりしたんですが、とりあえずは平日に行っていたような学校行事等を土曜日に行って、

平日には少し授業に力を入れたいというようなことで、土曜授業を年何回か、当面年何回か実

施したいということで取り組みを進めているところでございます。北海道、今年小学校４８、

中学校２７校と増えましたので、それぞれの中身について状況を調べたところ、やはりそうい

うことで平日に行っていたものを土曜日に振り替えてということの当面の取り組みだと思い

ます。土曜日にいろんな総合的な学習時間を平日に充てたものを土曜日に行うとか、いろんな

キャリア教育等について土曜日に行ったり、外部講師を招いて月１回行ったりという、そんな

活動をこれからするようにというようなことでございます。本町におきましても教育委員会に

おいてということでございます。いろんな今回指定を受けた町、学校の様子を聞きながら、ち

ょっと調査研究をしながら成果と課題を整理して、来年度以降、土曜授業の在り方、それから

社会教育でのいろんな人材を使った教育の在り方など含めて、今後検討してまいりたいという

ふうに考えてございます。以上でございます。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    ７番議員です。再度ですね伺っておきたいと思います。例えば今、文
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部科学省はですね、本当に真剣になってるんですよね。大臣以下ですね、副大臣であろうと政

務官であろうと職員であろうとですね、この土曜日の教育活動について自ら進んでですね講師

を務めてですね、そして子どもたちの成長のためにですね努力をしているんですね。実際に呼

ばれて大臣や副大臣が出掛けて行ってるんです。本気になってるんですよね。それで全国の事

例を調べてみますとですね、本当に学力テストもやっぱり始まった以降ですね、本当に公開さ

れている県もあるんですね。だから、今までですね県内でワースト、最低レベルだった市町村

が土曜日の教育活動に熱心に取り組んだ結果ですね、県内のトップレベルになりましたよと、

連続してトップを維持してますよと。しかもスポーツの全国大会にどんどん出場していますよ

というですね事例がたくさん出ております。そうしたですね市町村の取り組みというものを調

べた結果ですね分かるのは、教育支援体制などの構築がしっかりなされて、そしてやはり教育

委員会、学校だけではなく、家庭や地域、社会の皆さんに積極的に教育支援活動に取り組んで

いただいて盛り上げていただいた結果ですね、やはりそういったドラマが起きているというこ

とでございまして、例えば学校支援地域本部事業というものがございますね、学校支援地域本

部事業。教育基本法においてですね、学校、家庭および地域住民などの相互の連携、教育が規

定されているわけでして、学校、家庭、地域が一体となってですね、地域ぐるみで子どもを育

てることが重要な課題だということでですね、この学校支援地域本部事業というものを各市町

村ではですね取り組んでいただきたいということを早くから進められています。本町では、そ

うした支援体制は整っているのかどうか、１点目ですね。 

もう１点は、現在文部科学省が進めています教育支援体制、土曜日のですね支援体制の構築、

授業、ここではやはり土曜日の教育支援体制として、ちゃんと土曜教育のコーディネーターと

かですね、そういった方々の必要な補助をですねしっかり文部省も出して、そして地域が取り

組める土曜教育の推進員とかですね、そういう方々の採用に対して地元の皆さんをですね、そ

うした土曜の教育活動に参加していただくための支援体制をしっかり取り組むことからですね、

やはり土曜の授業に取り組むということが前提のようでございまして、文部科学省が土曜日の

教育活動には３パータンありますよと。一つは、学校が行うあくまでも教育活動、土曜授業と

称してますね。土曜授業。これは児童、生徒の代休日などを設けずにですね土曜日を利用して

学校教育活動、授業を行う、補習授業とかですね。教育、学力向上のためのやはり授業ですね

行う。２つ目には土曜の課外授業、これもちろん学校が主体となった教育活動ではありますが、

あくまでも子どもたちや希望者、希望者を対象とした学習などの機会を提供する。教育課程外

の学校教育を行う、土曜の課外授業とも言うべきものですね。もう１点は、土曜学習と文部省

では呼んでます。この土曜学習は、学校とか教育委員会だけではなくて、ＮＰＯ法人とか一般

の方々も関わって中心として行うものでございますが、特にこの土曜学習、まず土曜学習、い

っぺんに土曜授業というのもなかなか難しいとなれば、こうした土曜学習、今申し上げた学校
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地域支援本部の支援体制の構築、あるいは土曜日の教育支援体制等の構築事業、文部省が進め

るですね補助を出してます。この事業の教育体制ですね、こういうものを活用してですね土曜

学習からですね取り組みをはじめていって、やはり教育は教育長がおっしゃるように生活環境、

毎日毎日の習慣が大事ですね、勉強するという習慣。習慣なくして、スポーツ選手だって練習

するという習慣なくしてはやはりレベルはアップしないということですから、やはり習慣をつ

けるためにも地域ぐるみでこうした支援体制を活用してですね、そして教育レベルの向上やス

ポーツレベルの向上等、子どもたちの成長のためのご尽力をいただきたいと思いますが、再度

教育長に土曜日の教育活動について伺います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    千葉教育長。 

○○○○教育長教育長教育長教育長（千葉茂美君）（千葉茂美君）（千葉茂美君）（千葉茂美君）    土曜日の教育活動の実施についてということで再々質にお答えいたし

たいと思います。今、花輪議員おっしゃるとおり、学校支援地域本部事業ということでいろん

な体制をつくって地域のボランティアを募った中で、学校の要望に対して地域住民とともに学

校が行うっていうことで、そういう本部事業ということで、それからそれに併せて地域コーデ

ィネーターの養成というようなことで取り組みをされている地域もあるというふうに私も伺

っているところであります。本町の場合、学校支援ボランティアというようなことで、いろん

な部活動の指導とか環境整備とか、それから登校時、下校時の安全確保とか学校行事の開催に

おいて、それぞれＰＴＡの方、地域の方にお願いして学校支援のボランティアということで取

り組みをしているところでございます。全体の中でそういう本部をつくってということでは、

まだもう少し足りない部分があるかと思いますが、そういう取り組みを現在しているところで

ございます。文科省が言っている土曜授業、土曜の課外授業、土曜学習については、先ほど花

輪議員が申していたとおりの内容でございます。特に本町におきましては、土曜学習というこ

とでいろんな公民館、社会教育関係の事業、それから青少年交流の家の事業などを使った中で、

土曜日に土曜学習ということで地域の人材を使った中で行っているのが今現状でございます。

もう一つが土曜日の課外授業ということで学校が主体で希望者をということでございますが、

これもなかなか土曜日ということは今のところ難しい状況にあると考えております。花輪議員

おっしゃるとおり、土曜学習を進める中で地域の人たちの力を借りながら、保護者の力を借り

ながら子どもたちが土曜日を有意義に過ごせるような体制づくりというのは、非常に大事なこ

とということで私も認識しているところでございます。今後、土曜学習、土曜課外授業等中心

にですね生活習慣を改善するというようなことも含めた中で、今後この部分について十分に教

育委員会内部、それから学校を含めた中で、地域それから社会教育等々含めた中でいろんな関

係機関とのいろんな情報をいただきながら、土曜日の子どもたちの教育環境の充実ということ

について、もう少し掘り下げて検討してまいりたいというふうに考えてございます。以上でご
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ざいます。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、７番議員の質問を終わります。 

１１時まで休憩いたします。 

休憩宣告（午前１０時４４分） 

再開宣告（午前１１時００分） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に２番森平真也議員。 

（「はい」の声） 

はい、２番森平議員。 

（２番 森平 真也君 登壇） 

○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）    ２番森平でございます。よろしくお願いいたします。１点目につきま

しては、観光シーズンの交通事故対策についてであります。今年も多くの観光客が本町を訪れ

ました。町中に人があふれ活気に満ちた観光シーズンとなった一方、残念なことに観光客が関

係した交通事故も多く発生いたしました。慣れない土地で地図を見ながらの運転、予期せぬ動

きをする観光客の運転に危険を感じた町民も多いことと思います。加えて、近年では外国人観

光客もレンタカーでの旅を楽しむようになるなど、観光客だけではなく町民の方々も危険にさ

らされるようになってきたと感じます。 

しかし、原因は、観光客の運転技術や不注意によるものだけではなく、道路や地形の構造的

問題、標識や案内看板の分かりにくさ、撮影ポイントでの駐車スペースの整備、歩道や幅員の

確保など、町としても改善をしなければならない問題があります。重大な事故が起こる背景に

は、多くのヒヤリ・ハットの軽微な事故があるといいます。町民そして美瑛を訪れる方々を大

きな事故に巻き込まないためにも、軽微な事故であっても原因を究明し、対策を講じなければ

なりません。そこで、町民、観光客の安全を確保するための観光シーズンの交通事故対策につ

いて町長の考えを伺います。 

まず１点目としまして、交通事故の発生件数、発生箇所、時期等の状況についてであります。 

２点目は、警察や公安委員会、道や国等の道路設置者等との危険箇所の把握や対策への連携

状況について。 

３点目としまして、観光客に対応した安全な道路にするための町道や関連インフラの整備に

ついてであります。 

続きまして２点目、全国学力学習状況調査を本町独自の分析と活用をということで教育長に

伺います。先日、全国学力、学習状況調査の結果が各教育委員会および学校に配布されました。

この調査は、全国の小学６年生および中学３年生の全児童、生徒を対象とした調査であり、地

域の傾向や経年の変化を知ることのできる貴重な情報です。一方で、どこの県の点数が高いと
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か、あるいは北海道は平均より低かったといった点数に注目した報道が多くありましたが、こ

の調査の本質は学力調査の点数ではないというふうに思っています。最も重視すべきデータは、

学力調査ではなく学習状況の調査です。子どもたちがどのような生活環境や学習環境にあるの

か、また、どのような意識を持っているのか。その学習状況こそが学力に連動するものであり、

学習状況と学力のクロス分析と経年変化を併せて分析することで、子どもたちの教育をどうし

ていくべきかというものが見えてくるのではないでしょうか。そのような観点から点数の公表

ということではなくて、この調査結果を本町独自の分析を行い、学習環境の整備や教育内容の

見直しなど、教育の現場に活かしていくべきと思います。そこで、本調査の結果とその活用に

ついて教育長に伺います。 

１点目、今回の結果と総括についてどのように分析しているのか。 

２点目、調査結果について、何らかの方法で公表するつもりはあるのか。 

３点目、本調査の結果について、教育委員会としてどう活用していくつもりか。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ２番議員の質問の答弁を求めます。 

（「はい」の声） 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    ２番森平議員よりの一般質問、町長答弁に関わる第１点目について答弁

を申し上げます。質問内容につきましては、観光シーズンの交通事故対策についてであります。

それでは答弁を申し上げます。美瑛町内には、国道２路線、延長２３．８㎞、道道１１路線、

延長１１４．５㎞あります。町道は５１０路線、延長６５３．８㎞になり、旭川市を除いた管

内８町村の中では群を抜いた延長を成しておるところであります。 

町道の管理では、基本的に全ての町道を対象としておりますが、中でもスクールバス路線、

幹線道路、サイクリングコース等の観光道路を重点的に道路構造の保全、安全かつ円滑な道路

交通の確保等、また道路施設の状況および交通に対する安全性等について適正に管理するため、

定期的に道路パトロールを実施し、道路保全に努めているところであります。 

１点目のご質問についてでありますが、旭川東警察署地域課美瑛交番によると、平成２５年

１月から１２月までの１年間での状況では、事故発生件数は物損、人身合わせて３６６件とな

っております。発生箇所は町内全域であり、観光シーズンの７月から８月ではぜるぶの丘、四

季彩の丘周辺、青い池や白金インフォメーションセンターへの出入り口などの観光スポットを

はじめ、市街地ではコンビニエンスストア等での接触事故が増加している状況と伺っておりま

す。 

近年、外国人観光客の運転するレンタカーの事故も増えており、その要因は一時停止無視な
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ど、標識に対する認識の甘さも影響していると思われます。 

２点目のご質問につきましては、公安委員会との連携では、交通標識、規制標識、法定外標

識や路面標示等について協議を行いながら進めているところであります。また、北海道や国と

の関係では、道道天人峡美瑛線のＪＲ北美瑛駅付近の曲線緩和を目的とした改良工事を行う予

定で、国道２３７号線では、大曲の事故防止対策として局部改良工事の概略設計を進めている

ところであり、当然町といたしましても要望を行いながら情報をいただき、連携して事業を進

めているところであります。その他としましては、国道では美馬牛側から歩道施設が無いため、

交通安全のためにも歩行者や自転車も通れるように路側帯拡幅を要望しているところでありま

す。北海道に対しても道道十勝岳温泉美瑛線の歩道整備、路肩の拡幅、青い池周辺交通安全施

設整備等を要望し、その他の路線につきましても危険箇所の改修等の要望をしているところで

あります。 

今までも道路交通安全につきまして協議を進めてまいりましたが、今後も関係機関とは引き

続きお互いに連携を持った中で事業を進めて行きたいと考えているところであります。 

３点目のご質問につきましては、観光地の危険な交差点につきましては、外国人観光客にも

分かりやすいストップ表示の標識を設置してきており、観光客のカーナビを見ながらや景色を

見ながらの不注意な運転に対しては、音と振動による注意喚起のためのランブルストリップス

の設置を進めており、視覚的にはスピードを抑えるような減速マーク等の路面標示を検討をし

ているところであります。また、観光ルートの町道整備におきましては、今年度から歩行者や

自転車の走行が安全に利用できるよう、歩道の代わりに路肩拡幅による整備を進めており、観

光目的など一時的な路上駐車等にも対応できると考えているところであります。以上でありま

す。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、千葉教育長。 

（教育長 千葉 茂美君 登壇） 

○○○○教育長教育長教育長教育長（千葉茂美君）（千葉茂美君）（千葉茂美君）（千葉茂美君）    質問事項２、全国学力学習状況調査を本町独自の分析と活用をという

ことで質問をいただきました。答弁を申し上げます。よろしくお願いいたします。全国学力、

学習状況調査は、児童生徒の学力や学習状況を把握、分析し、教育施策の成果と課題を検証し、

その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役

立てるために実施したものです。 

これまでも本町においては、成果や教育課題などを把握し、道教委や学校、保護者などと連

携しながら学力向上や学習環境の改善を図るよう努めてきたところです。 

１点目のご質問につきましては、学校においては、調査の結果から学力と生活習慣や学習習

慣の成果と課題を整理し、児童生徒一人一人が学習内容などをしっかりと身に付けることがで



 

－ 24 － 

きるよう、学力、学習状況に応じた改善策の検討を進めているところです。子どもたちに確か

な学力を保障するため、基礎的、基本的な学習内容の確実な定着に向けた学習機会の拡充や授

業内容の工夫などに取り組むとともに、望ましい生活習慣や家庭学習の重要性について、保護

者との共通理解のもと取り組みを進めたことから一定の成果を得た一方で、改善を要する事項

もあることから学校が行っている他の調査結果との関連性を検証しながら、調査対象の学年や

教科だけではなく学校の教育活動全体を見渡した幅広い観点からの検証も必要と考えておりま

す。 

２点目のご質問につきましては、市町村名などを明らかにした調査結果の公表が可能となり

ました。保護者や地域住民に対して説明責任を果たす必要がありますが、序列化などが生じな

いように十分配慮しながら、その方法について学校と十分に協議しながら慎重に取り進めてま

いります。 

３点目のご質問につきましては、調査の目的を達成するため児童生徒の学力、学習状況の課

題を改善へとつなげることが重要であることを認識し、今後道教委から出される詳細な分析や

各学校が行う改善方策などを十分に活用し、これまで本町が実施してきた学習支援や学校独自

の取り組みに加え、改善事項に対する新たな実践など、実効性の高い取り組みに活用していき

たいと考えております。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、２番森平議員。 

○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）    それでは、１点目につきまして再質問させていただきます。よく私誤

解されますんで先に言っておきますけども、この問題は何か町の進め方がだめだとかっていう

ことではございませんで、今答弁いただいたように既に関係機関と連携しながら、いろんな要

望活動、それから町道を中心とした改良を進めてるということは十分理解しております。ただ

ですね、我々が想定する以上に観光客が訪れているというところで、それに伴う事故も大きく

増加しているということが事実でございます。だからこそですね、これまで以上のスピード感

で対応していくということが求められていますし、これは本当に命に関わる重要な問題である

というふうに私は認識しております。町長も既にあちこちからこういった要望はもう聞かれて

いるというふうに思いますけれども、私もあそこの交差点が危ないとか、ここの道路が危ない

という話をよく聞きます。ただ、その最後にですね、ずっと言ってるけれど、もうここは死亡

事故が起こるまで変わらないよなというような諦めのような声も聞かれて、そこがすごく残念

なことだなというふうに思ってます。１点目の再質問になるんですけども、既に取り組んでい

るということを伺いましたけども、そういった諦めの声がですね諦めて声が上がらなくなる前

にですね、本当に細かな箇所でもですね将来的な危険をなくすという意味で、幅広い町民の声

を聞いてですね危険箇所の把握、その対策を体系的に整理をするということが必要ではないか
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なというふうに思います。今、把握されてるのはおそらく町の職員が把握してる箇所、あるい

は行政区等からの要望が上がっているという正規のルートもあろうかと思いますけども、それ

は本当にごく一部で、そういった声の聞いていない、把握しきれてないという箇所がまだまだ

あるんじゃないかなと。だからこそですね、そういった危険の潜む箇所を１か所でもなくして

いくと、そういった思いでぜひそういった箇所をきちんと把握していき対策を行っていくとい

うふうに必要性を感じますけども、１点目としてその考えを伺いたいと思います。 

２点目ですけども、こういった事故対策の進め方、なかなかですねいろんな問題があって難

しいと。こういった問題、事が起こってから対処するというよりは、やはり事故が発生しない

ように時にはやり過ぎだというぐらいまでやってもいいのかなと。先ほどの答弁でお聞きしま

したけども、なかなか国や道、公安委員会といった相手のいる話ですし、要望してもなかなか

進みにくいということもあるかと思います。あるいは町独自の対策をしようと思っても大きな

予算が必要となるといったところで、やはりですねこういった事案だからこそ町長がリーダー

シップをとって、例えば関係機関の要望、連携を行ったり、あるいは必要な箇所、迅速な予算

措置を行うといったそういったスピード感が求められているのかなというふうに思います。２

点目になりますけども、そういった事故対策についてですね町長のそういったリーダーシップ

を持った積極的な取り組みについて考えを伺いたいと思います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    森平議員よりの再質に答弁を申し上げます。交通安全、これはもう本当

に重要な案件であります。我々も住民の方々の安全、また、せっかく美瑛に観光に来て交通事

故が起きてしまえば非常に辛いことになるわけでありますから、そういった部分では地域の中

で交通安全の取り組みをさらに一層進めるということ、重要な案件だというふうに認識してい

ます。やっぱりこういう取り組みで必要なのは、ソフト面とハード面両方を見据えて活動の実

績を上げていくということが必要だというふうに思っています。ソフト面としましては、交通

安全の協会、また指導員の方々にいろんな面で努力をしていただいて、これも非常に感謝をし

ているところでありますけども、こういった取り組みを住民サイドにもどんどん意識的に広げ

ていくというようなことが必要なんだというふうに思ってますし、子どもたちの交通安全のた

めにＰＴＡの方々や、いろんな団体の方々が日ごろから取り組みをしてますんで、こういった

取り組みを町としてもいろいろ紹介していく、広報等でも紹介していくようなそういうふうな

形でソフト力を上げていくということが必要だというふうに思っています。それから、ハード

の部分で危険な箇所を十分に把握しながらということでありますけど、これについては私ども

も異存はありませんので、住民の方々にここが危険だというような部分、ご指摘いただいた部

分について十分に検討しながら適切な対応等していきたいというふうに思っています。もし、
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そういった場所等がありましたらいろいろと情報をいただきたいというふうにお願いを申し

上げるところであります。そんな中で、やはり何が課題になるかということいろいろあると思

いますけども、ソフト面では、先日ですね富良野美瑛の広域の連携の中でもいろいろ交通安全

等の話が出たんですけども、そんな中で観光客の方がですね非常にもうこんなところに来るか

というような捨て台詞を吐いていくというような状況が生まれているということであります。

それはですね、交通安全のソフト対策が罰金を取るのに重点を置き過ぎているんでないかと、

やっぱり交通安全のためには注意をしたり指摘をしたり、それから見張ってるよという、そう

いう行為が重要であって罰金を取るということに流れ過ぎてしまいますと、その地域の中に交

通安全という意識よりも何か対立のような部分ばかりが出てくるというふうなことで、そうい

う部分が富良野の方からも出、美瑛の方からも出、広域全体がですね変な言い方をしますけど

ドル箱になってるというような言い方をしていました。これではやはりですね交通安全という

よりももっと違う取り組みになってしまいますので、当然罰金というようなこともこれは制度

ですからこれを否定するものではありませんけども、それと同じようにやはり安全を促すとい

う取り組みを重視していただきたいと申し入れをすべきだというふうな議論があったところ

であります。観光客の方からすれば、いくら取られるか取られないかということもあるんです

けども、観光客の方で実は払わないで海外に帰ってしまうという方が非常にこれもまた多いそ

うでありますから、こういういたちごっこをやってくのが本当に良いのかどうかということも

よく検討していかなきゃならん。これは、いろんな形でまた協議して地域の課題としても考え

ていかなきゃならんというふうに思っています。それから美瑛町では、観光客の方が一時停止

の場所などで死亡事故等があり、先ほども答弁で申し上げましたとおり、ストップというよう

な標識を付けたりですね、道路がガタガタと鳴るようなそういう溝をつけたりということで進

めています。これは、今後とも進めていこうというふうに思っているところでありますけども、

実は今、丸山通りを道路改造をしています。その丸山通りにも観光客最近、先ほど議員からも

ご指摘のとおり車の運転をするわけでありますから、レンタカーを運転するわけでありますか

ら町の中も決して安全ではないわけですね。そんな面から丸山通り等も交差点等については、

一時停止とともにストップというような標識を付けさせていただきたいということで、今日も

おられますけどもマスメディアの方々、メディアの方々にも今のような美瑛の状況を説明しな

がら一緒にこういった安全な地域づくりをできればいいねという話をしてるわけであります

けども、なかなかやはり制度上の問題として標識をですね立てて、一時停止とその下に英語で

ストップという標識を我々用意するから付けさせてくださいと言いますと、駄目だと言うんで

すね。これは分かるんです。規則とか法律の中で、しかし特区というようなものが今時代の中

で見直されたり、それから富良野美瑛は今、観光地域でも国の指定を受けている地域でありま

すから、こういう中でやはり将来に向けて何が取り組みが必要なんだという試行錯誤も、やは
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り関係機関はすべきではないかというふうに思っています。しかし、制度に無いからというよ

うなことでありますから、こういった部分についても声をしっかり上げながら、やはり我々が

まちづくりの中に交通安全を取り込むんだと、それを関係機関一体となってやるんだと、そう

いうようなシステムをやはり作っていきたいというふうに思ってます。実は穂積議員さんとか

議員さんとヨーロッパの方に行った時に、交差点がどんどんロータリー化をしています。その

ロータリーにすることによって停止が無くなる、信号待ちが無くなるもんですから環境負荷に

空ぶかしが無いとかですね、それから停止しないでぐるっと回れるということで、ヨーロッパ

等は進めています。それをそのままということにはならんわけでありますけども、非常に重大

事故が少ないようであります。つまり、止まるとそういうもんがないもんですから、接触事故

はあっても重大人身事故はないというようなことで、そういった部分、美瑛町でもロータリー

に設置する部分について、適正な場所はちょっと検討してみてくれということで、これもまた

お話ししに行きますとそういう事例はないというようなことで、しかし、本州では 1か所か２

か所あるというようなことを言ってですね北海道の方には検討しくれと言うんですけども、北

海道ではそんなことを検討する気がないというような言い方なんですけども。実は先日の新聞

でですね、日本でもロータリーを先進的に入れ始めたと、積極的に入れ始めたという報道があ

りました。こういうことですから、やはり公安の部分について、北海道が非常に道も含めてで

すね責任があるわけでありますから、それから権限もあるわけでありますから、ぜひ先進的な

取り組みを地域と一緒にやるというような、そういうことを検討されていくことが必要ではな

いかなというふうに思ってます。人のせいにばかりはできませんので、我々も住民の方々とと

もにどう交通安全に対して進めていくのか、今、議員からご指摘いただいた内容等を一層進め

ていけるような体制をつくっていく、また予算も確保していくというような取り組みを進めて

いきたいというふうに考えております。以上であります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、２番森平議員。 

○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）    今ちょうど町長から特区という話があったんで、ちょっとそこを私も

少し考えていた部分があるので、もう少し詳しくお話を伺いたいなと思いますけども、今言っ

たように、やはりいろんな制度的な問題があって町独自では限界があるというときに、やはり

こういった特区なり、そういう先進的な、美瑛町のような外国人が多かったり、あるいは観光

客が多いというところで独自の取り組みというところを進めていくべきというふうに考えま

すけども、今言ったその部分についてですね、もう少し詳しくお話を伺いたいということが１

点目でございます。 

それから２点目でございますけども、ちょっと観点が変わるんですけども、明後日からセン

チュリーライドが開催されるということで、全国から自転車の愛好家が来て本町を走るという、



 

－ 28 － 

本町の大きな一大イベントに成長しているというふうに思いますし、その規模も年々大きくな

ってきていると。もう一つがですね、センチュリーライドとは話変わりますけども、先日、テ

レビなんかですね美瑛の観光をサイクリングで楽しむというようなそういった提案も紹介され

て、美瑛イコール自転車、サイクリングといったようなイメージが定着してきていると。こう

いったことから、今後も多くの観光客が本町に来て自転車で観光を楽しむというふうなことが

増えてくると思いますけども、やはり先ほど申した交通事故のことが心配になります。先日、

ちょっと私ごとなんですけども、観光協会で配布しているサイクリングマップを見ていると、

うちの家の前がサイクリングロードになっているということに気づいたですけども、やけにう

ちの前自転車多いなって思ってたらそういうことだったんですね。それで、うちの前ご存知か

わかんないですけども、歩道もなければそんなに広い道路でもないんですね。そんな狭い道路

で上には大きな倉庫があって、トレーラーが走ったり観光バスが走ったり、その横を自転車の

観光客がふらふらと走っている状況を見て、いつか大きな事故が起こるんじゃないかなという

ことで、私だけじゃなくて地域の方も非常に心配しながら見ているという状況でございます。

やはりですねサイクリングロードだというのであれば、やはり景色が良いだけじゃなくて、き

ちんと安全が確保された道路を提供しなければならないというふうに私は思います。最後質問

になりますけども、自転車の町あるいはサイクリングの町としてこういったまちづくりを進め

ていくのであれば、きちんと安全を確保した道路の拡幅、あるいは自転車専用の道路を整備し

ていくといったことが必要だと思いますけれども、ぜひセンチュリーライドの直前ということ

でもございますので、こういった自転車、サイクリングを楽しむ方々の安全対策、そういった

方を迎えるための体制整備について伺いたいと思います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    再々質答弁を申し上げますけども、一つは特区の関係、交通安全なりそ

ういう観光地としての特殊な状況に対応した道路の維持管理という形で、今、富良野地域とも

いろいろと協議してます。ただ、特区にこういった公安なり警察なり関わる部分が特区との整

合性があるのかどうか、かなり難しいという情報はいただいていますが、我々としてはやはり

地域づくりという大きなテーマの中に交通安全というものをしっかり入れ込みたいというこ

とで、今後ともそういった思いを伝えていきたいと。もし、形になれば、早急にそういった制

度ができ上がれば対応していきたいというふうに考えているところであります。 

それから、サイクリング関係のことを例に交通安全のための道路構造、また道路の在り方等

をご指摘をいただきましたけども、私も議員言われるとおり、やはりまちづくりの中にそうい

ったサイクリング等を取り込むんであれば、やっぱりその基盤もしっかりと整理すべきだとい

う、そのとおりだというふうに思っています。そんな面では実は美瑛町も、議員さんにもご理
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解いただいているところでありますけども、先日、道路構造令については、地域でそれぞれあ

る程度自由な裁量を認めますよという制度法改正がなされました。各地域それぞれそういうこ

とを検討したんでありますけども、基本的には今の道路構造で良いよということになったよう

でありますけど、美瑛町は変えました。美瑛町については、基本的に道路構造については美瑛

町に合った道路構造を少しでも取り入れていくということで、一つは歩道の、大きく歩道と路

面ということなんですけども、やっぱりユニバーサルデザインというようなことの中で、今、

歩道がですねやはり１５センチなり、低いところで１０センチ高いわけでありますけども、や

っぱり車いすですとかそういった方々が通ると当然斜めになるところ、車の出入りの部分斜め

になったりですね、極力斜めの部分を少なくしながら通りやすいものをうちの担当も設計しな

がらやってるんでありますけども、そういうユニバーサルデザインのような対応というのはど

う進めたらいいのかということを検討させていただき、丸山では縁石についてはですね歩道と

斜面の差を５センチにしました。そして、縁石をその歩道からは１０センチ出るような形で歩

道が少し出ちゃうんですけども、これが良いかどうか。これに今度つまずいてしまうような人

もいますから、良いかどうかということはあるんですけども、やはり身体等で弱いというよう

なところを持っておられる方は、それの方がやはり安全だし良いだろうと、道路の機能として

は良いだろうということで、美瑛町独自の規格で丸山通りを今進めているとこであります。そ

れから、一般道では今、朗根内地区の道路を改造してますけども、歩道の部分をですね、あの

歩道というのは砂利の厚さが非常に薄くて、本州ではあれでもつんですけども、道路構造令上、

条例上としてはあれしか補助金が出ないんですね。あれ以上やると自分で金を出せということ

になるんですけども、北海道ではやっぱり凍結深が非常に深いんで、３０ｃｍや４０ｃｍ、５

０ｃｍぐらいの砂利を入れても上がってきちゃったり、非常に傷みが激しいんですね。それで

車道と歩道の間に草がぼうぼう生えたりですね、歩道の舗装がどんどん傷んでぐじゃぐじゃに

なるようなこと、これを構造を考えようということで検討してくれて、もう一遍に歩道の部分

も切り下げてですね車道と同じ厚みに砂利を入れると。そのことによって、まず歩道部分の凍

結深を確保できると。それからですね、例えば歩道が高いことによって美瑛の方でも地方の方

では、子どもさんは例えば通学のバスですとか、親の方々が送っていただいたり、自転車です

とか、そういうような形であんまり歩いてというのは少ないんですね。そうすると、歩くため

の歩道というよりも自転車を乗ったりですね、そういった形の機能性を持った歩道にすべきで

はないかということでフラットにしました。縁石も付けないような形で。しかし、そこには指

標を付けてですね、指標になるようなものを付けて、そしてここから先は歩道だよと。冬は、

それを撤去すると除雪もしやすいというような形でですね、美瑛町独自の企画を今作って、例

えばこれからいろいろな地域で道路造っていきますけども、基本的にはその構造でやっていこ

うということで進めています。議員ご指摘のとおり、まだまだサイクリングロードに、我々と
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してはサイクリングロードだというふうに書類等ガイドマップを作りながらですね、構造の部

分では不足な部分も、私も自転車に乗りますんで、いっぱいあるんですけども、順次そういう

形で今後取り組みを進めていきたいと。今、ご指摘をいただいた危険箇所については、町単独

の事業でもやはりやるべきところはやっていくというふうな観点をこれからも持って事業に当

たっていきたいというふうに考えてます。以上であります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、２番森平議員。 

○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）    ２番森平でございます。続きまして、全国学力学習状況調査の方の質

問を再質問させていただきます。今、ご答弁をお聞きしたところですね、序列化にならないよ

うにとか、十分に配慮しながら検討しますといったことで、何か過剰に反応されてるのかなと

いうふうに思ったんですけど、私はこうしなさいということを突っ込んでいるわけではなくて

ですね、私も基本的には先ほど申したとおり、あまり点数だけに注目して学校ごとの点数を公

表するとか、そういった他市町村と比較してどうだとかといったことをここで申し上げている

わけではございません。どうしたらですねこの有用なデータを活用できるか、どうしたら地域

の人たちと一緒になって子どもたちの教育を良くしていけるかと。そのためにこの調査をどう

活用していきましょうかという、非常に単純で前向きな質問をしているつもりです。ぜひあま

り構えずに前向きな方策と、共に考えるという姿勢でご答弁いただければと思います。それで、

まず１点目ですけれども、公表について他市町村では早い段階で公表する、しないということ

が報道でも出ておりました。本町においてはですね、今のご答弁をお聞きしたところでもまだ

十分に協議しながら慎重に取り進めますと、どちらとも取れないようなご答弁であります。お

そらく既に教育委員会の中で調査結果をどう活用するか、公表する、しないといった議論がも

う既になされていると思いますけども、教育委員会の中でどのような意見があったのか、現在

どういった方針でおられるのかということを伺いたいと思います。 

２点目ですけども、ちょっと最初の１点目の質問にですね実はご答弁いただいてないように

思うんですけども、点数がどうとかということではなくて、今回の調査結果が本町の子どもた

ちの学習状況、生活環境、意識、そういったものがどうだったのか。それを教育委員会として

どう捉えているかということを単純にお聞きしたかったということでございますけども、その

内容についていかがでしょうか。私も町民の１人としてですね本町の子どもたちの学力、それ

から子どもたちの意識、どういう状況にあるかということを知りたいというだけでございます。

この調査の結果をどう捉えているかということの総括をお聞かせいただきたいと思います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    千葉教育長。 

○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）    森平議員の再質２点お答えしたいと思います。まず、公表についてと
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いうことでございます。教育委員会の中でも何回か委員さん同士で意見をいただいたりして協

議している段階です。他市町村では早い段階でということを今おっしゃいましたけど、まだ管

内的にもどうするかっていうのは決めてない状況でございます。本町におきましても公表あり

きということだけではなく、今いろんな子どもたちも問題を抱えていることから、公表する場

合はいろんな配慮事項に十分に気を付けながら、また学校と協議しながら進めていくというこ

とで、今、教育委員会内部でも協議をしているところでございます。その後の活用方法という

ことでございます。活用については今うちの職員、専門職員の中でクロス集計なり経年変化等

を行いながら、昨年までのデータ、それから今年のいろんなデータを分析しながら検討してい

るところでございます。今後、北海道において学習学力テスト、それから学習状況調査のいろ

んな分析のツールを示して科目ごとの結果と、それから児童生徒の学習状況の調査、それから

学校が出している質問調査等の関連性等を含めた中でのいろんな改善方策を含めて詳細な分

析の方法とかもまた今後出てくる予定になってございます。それを受けて再度細かな分析をし

たいと考えております。調査の結果をということでございますが、なかなか学力調査の方につ

いてこうだったということは、今ここで申し上げられない部分もありますが、学習状況調査に

ついていろいろ各学校においても学力調査と学習状況調査の関連性を含めて、それぞれの学校

において今分析し、もう改善策を掲げて取り組みを進めている状況にあります。国語Ａ、Ｂ、

算数、数学Ａ、Ｂにおいて、そこそこの学校で課題がある部分、それから昨年までいろんなこ

とを取り組んだ部分を経年変化等を考え、それから学力と学習状況の、なかなかクロス集計と

いうのは本当にやってみると難しい部分で、こういう課題があるから学力の方が下がったのか

というとそうでもないし、いろいろ難しい部分もありますけども、学校においては特に学力に

ついての問題点をあげ、学習状況をどう進めていくかということをやっているところでござい

ます。本町の学習状況調査を少し簡単に申し上げますと、やはり昨年まで復習の時間、それか

ら１時間以上家で勉強する時間、それから３時間以上家でテレビを見たりＤＶＤを聞いたりと

いうことで、これは文科省なり道が学習状況調査についていろいろ分析する時に出している、

いろんな課題を出してるところでございます。本町の子どもたちについてはですね、やはりテ

レビの見る時間、ＤＶＤを見る、聞く時間というのが３時間以上ということについて、やはり

少し昨年と比べて低くなっておりますが、全国と比較すると少し長いのかなと感じております

し、また復習する時間については昨年度より上がっておりますし、全国と比べると特に問題な

いと思いますが、やはり１時間以上勉強する時間等々についてはなかなか厳しい課題もあるの

かなと思っています。もう一つ読書する時間については、全国と比べてそんなに遜色はないと

いうことであり、国語Ｂ、算数、数学Ｂについては活用、応用問題なのでやはり読書をしなが

ら読み取る力を付けて、やはりそこで課題解決できるかなというふうに考えてございます。現

在、学校においてそれぞれ課題等を出しながら学校全体で特に国語、算数、数学の教科にこだ
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わることなく全教科、小学６年生、中学３年生対象でございますけども、全学年を通して、学

校全体としてどういう改善策が良いのか、今後、来年に向けてどういう体制が必要なのかとい

うことを今課題を整理しているところでございます。本町の総括といたしまして、やはりＴＴ

といって少人数で子どもたちを教える教育助手ということで、教育助手を８名配置した中でき

め細かく個々に応じた授業をしていたり、それから少人数、個別指導をしたりということで、

それからいろんなＩＣＴ教育にも力を入れたりすることで、そういう面では少しづつ子どもた

ちの学力という面では言い方は悪いですが、下の部分っていうんですかね、少し平均正答率が

低い子どもたちが底上げになってきているかなっていうような今状況を分析しているところ

でございます。以上でございます。 

（「はい」の声） 

○議長○議長○議長○議長（齊藤（齊藤（齊藤（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、２番森平議員。 

○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）○２番（森平真也議員）    わかりました。学力調査、この内容をこれ以上聞いても仕方ないので、

この後にも八木議員もこの関連の質問があるというふうに思ってますのでこれまでにします。

今ちょっと気になったのはですね、教育委員会の在り方というかですね、どうなのかなと思っ

たとこがありまして、こういった教育委員会の在り方というのがですね、子どもたちの教育が

どうあるべきかと、そういうものを常に先を見通して道を示していくべきであって、事が発生

したり、その後でさあどうしましょうということを後付けで考える場所であってはならないと

いうふうに思います。今いろいろとお聞きしていると、こういった聞いたことに対してお答え

いただいてるということですけども、本当はこういった学習状況をする前からこういったもの

の活用をどうしようかということも決まっているべきだし、そういった情報を発信していると

いうのが当然かなというふうに思います。今お聞きしたところでは、さまざまな議論が行われ

ているというふうにお伺いしましたけども、なかなかそういった内容、結果、方針というもの

が見えづらいということが少し気になりました。たまたま今、学力調査の話をしましたけども、

例えばいじめ問題でいじめられたと、あるいは自殺があったといった事の後の事後対応という

ことでは、やっぱり駄目だというふうに思いますし、例えば先ほど花輪議員の土曜教育という

質問も、これは花輪議員の課題提起に対して検討しますということでありましたけども、これ

はもうそういったものがあったときに考えられているべきなのかなというふうにも思います。

学力調査だけの問題に限らずですね、さまざまな課題、あるいは国の方針といったものがいろ

いろと出てくる中で、そういった教育委員会のしっかりとした方針、それが問題が起こる前、

あるいはそういった方針にどうやって対応していくかということを、もう少し積極的な情報発

信をしていただきたいなというふうに思います。既にですねこういった情報収集、それから検

討ということは行っているというふうには理解してますけども、まだアウトプットというか、

そういったものが伝わってこないということを感じますので、ぜひですね子どもたちにとって
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教育っていうのはその時しかないもので、当り前ですけど小学校６年生って一生に一回しかな

くて卒業したら終わりなんですよね。それをずっと検討しているうちに卒業してしまったら、

本来受けれるべきであったことが受けれないとかそういったことになってしまいますので、教

育という難しい事柄ではあるんですけども、ぜひ普通の行政事業以上にスピード感を持ってい

ろんな物事を考え、示していただきたいというふうに思います。それで、質問というかですね

私１番情報を持っていて、その常勤の任に当たっている教育長がぜひそういったリーダーシッ

プを発揮してですね、さまざまな施策に対して教育委員会の方針、あるいは積極的な情報発信

ということを行っていくべきというふうに思いますけども、ぜひお考えを伺いたいと思います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    千葉教育長。 

○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）    森平議員の再々質にお答えしたいと思います。スピード感を持って検

討するんじゃなくて、前もってきちんと方針を立てながら進めていってはどうかっていう話で

ございます。当然のようで当然のことだと思ってますけども、なかなか今回の学力状況調査に

いたしましては、いじめの問題に対しても物事が起きてから整理するのはなかなか厳しい、特

にいじめ等について物事がおきてから対応するには、今非常にエネルギーが必要だということ

は十分知ってございますし、今回の学力、それから学習状況調査の分析等々につきましても、

やはり早い段階から手を打ってということだと思います。学力学習状況調査につきましては、

４月２２日に調査が終わった段階で各学校においては、それぞれ回答用紙をコピーした中で自

校の分析を行い改善策を立てているということで、これについては校長会等においてもそうい

う方針で早めの段階で全国、全道の結果が出る以前にそういう自校でそれぞれ正解、不正解に

ついてのいろんな分析をして、１学期のうちから進めてほしいということを校長会においてい

ろんなお話をさせていただいているところです。情報発信の仕方としては、非常に教育行政自

体がなかなか開かれた学校、開かれた教育委員会と言われながらも情報発信のツールといいま

すか方法等に苦慮して、なかなか見えないという言われ方、当然いじめ問題等々についても教

育委員会の姿勢が見えないという批判も受けた中で、我々も十分その辺については反省をして

いるところございます。来年度からは教育委員会制度の組織自体の見直しもありますが、それ

らも含めた中で今後、教育委員会として子どもたちの健やかな生活にどんな方法が良いのか、

それから教育施策がどんなものが良いのか、やはり早めの段階からいろいろ協議した中で方針

を打ち出して示していく、そんな方法がやはり必要だなというふうに私も認識してございます。

今後に向けましてスピード感という話もございましたが、いろいろな組織等も今後立ち上げる

よう町長部局と町長ともいろんな打ち合わせをさせていただいております。そんな中で今後、

教育委員会それから町全体の子育てについてのいろんな方策について検討しながら進めてま

いりたいというふうに考えてございます。以上でございます。 
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○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、２番議員の質問を終わります。 

次に３番佐藤晴観議員。 

（「はい」の声） 

はい、３番佐藤議員。 

（３番 佐藤晴観議員 登壇） 

○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）    よろしくお願いします。番号３番、佐藤晴観。質問事項、小中学校の

現状について。質問の要旨、教育基本法では、義務教育は各個人の有する能力を伸ばしつつ、

社会において自立的に生きる基礎を培い、また、国家および社会の形成者として必要とされる

基本的資質を養うことを目的として行われるものとあります。ところが本町では、数年前から

教師に対する暴言、いじめ、授業崩壊などが現実に存在すると聞きます。生徒は落ち着いて勉

強に打ち込めるはずもなく、教師も生徒指導や、その波紋に振り回されて神経をすり減らし、

職務時間の多くをその対応に迫られ、教育指導という本来の職務行為が損なわれる事が少なか

らず存在すると思います。新年度が始まり半年がたとうとしています。各小中学校の現状を伺

います。 

１、各小中学校の児童、生徒はどのように過ごしているか。また、問題が発生した場合の生

徒指導方法は昨年度との違いはあるのか。 

２、問題が発生した場合の学校に対する教育委員会の指導方法は昨年度との違いはあるのか。 

質問の相手は教育長です。よろしくお願いします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ３番議員の質問の答弁を求めます。 

（「はい」の声） 

千葉教育長。 

（教育長 千葉茂美君 登壇） 

○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）    ３番佐藤議員よりの一般質問に答弁を申し上げます。質問事項は小中

学校の現状についてです。よろしくお願いいたします。学校は、子どもたちが安心して学び、

仲間や教師との人間関係を築く中で楽しく生活し、将来に希望を持って自立できる場でなけれ

ばなりません。これまでも、いじめ・非行などの問題行動や不登校などの対策につきましては、

学校においては、いじめ防止の基本方針に基づく対策、心の教室相談員やスクールカウンセラ

ーの活用による教育相談などを実施しています。児童生徒の中には、人間関係づくりが苦手で

学校生活や学習面において困難を抱え、教育的配慮を必要とする子どももいることから、教職

員は日頃から些細な変化や兆候にもきめ細かく目を配りながら、未然防止や早期発見、早期対

応に努めてきております。 

１点目のご質問につきましては、新年度当初の児童生徒は、入学や進級、また教職員の異動

などから緊張感の中でのスタートではありましたが、徐々に慣れていく中で現在は明るく伸び
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伸びと学校生活を送っております。 

校内において問題が発生した場合には、学校の発生時対応マニュアル等に基づき、教職員全

体で共通認識を持って児童生徒への事実確認や家庭訪問などにより保護者との連携を図ること

としております。また、複数教員での授業や個別指導など教職員が一体となって対応をするこ

ととしております。 

２点目のご質問につきましては、これまでも問題が発生した場合には、学校の対応だけにと

どめず状況の把握と確認をしながら教育委員会で問題の解決策や今後の対応について協議を行

い、事案によっては上川教育局や福祉、医療、警察、青少年健全育成団体など関係機関の協力

をいただきながら学校と十分に連携を図り取り進めることとしております。 

今後におきましても、各学校が抱える課題や子どもたちの状況などについての情報交換を生

徒指導連絡協議会をはじめさまざまな機会を通して行い、共通認識のもと学校のみならず町全

体で児童生徒の問題行動の未然防止や安心して学べる環境を確保するための適切な措置を講じ

るよう努めてまいります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    午後１時まで休憩いたします。 

休憩宣告（午前１１時５０分） 

再開宣告（午後 １時００分） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（「はい」の声） 

はい、３番佐藤議員。 

○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）    はい、再質をさせていただきます。答弁書にあります１点目の質問の

中にあります､子どもたちは明るく伸び伸びと学校生活を送っておりますという答弁がありま

した。今も昔もって言うか、親としてはですね､非常にのびのびと学校生活を送るということ

は非常にありがたい話だというふうに思いますけども、中にはですねのびのびとし過ぎちゃう

子どもっていうのは今も昔も間違いなくいるわけでありまして、その子たちの指導というのも

非常に大事なところなんですけども、１番大事なのはのびのびとし過ぎた子どもによる影響を

ですね、周りに与えないということがですね非常に大切だというふうに思っております。また､

その辺がですね昨年度と変わっている点と言いますか、周りの子どもたちの状況はですねどん

なふうな感じになっているのかという点を一つ聞きたいのとですね、基本的に１点目と２点目

も昨年度との違いというものは、ちょっと僕も雑な質問しちゃったなと思うんですけども、そ

の違いというものは基本的には無いというふうに認識してよろしいんでしょうか伺います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、千葉教育長。 

○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）    ２点についての再質をいただきましたので答弁を申し上げます。今､
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議員言われたとおり、いろいろ決まりを守らないとか、ちょっと情緒面での波が大きくて感情

に任せて行動するとか、そういう人間関係でトラブルを起こす子どもも実際にいる状況はあり

ます。当然､その子どもたちに影響を受けて周りにいる多くの子どもたちに学習の機会を少な

くするというようなことには､なってはならないということは十分考えてるところでございま

す。特にそういう問題を起こしそうな子どもたちについては、昨年も同じような取り組みをし

ているところですが、先生方、生徒指導なり、いろんな児童生徒の問題行動に対しての対応に

ついて基準を明確化にして､どの先生でも同じような子どもたちに対応するような、そんな体

制づくりをどの学校もしている状況にあります。特に小学生より中学生となると、なかなか生

徒指導では難しい面もありますが、校長先生や教頭先生中心に強いリーダーシップのもと、先

生方共通認識を持ってどの先生でも同じ場面で同じ対応をするという、子どもたちに対応する

っていう姿勢をまず一つが大事だっていうことを考えております。それによって周りにいる子

どもたちもきっと、先生は同じ対応をして何かあったら我々のことをうまく対応してくれるだ

ろうな、その子たちにも対応して、それから周りの子どもたちにも対応してくれるなというこ

とを感じ取ってくれると思いますし、先生と子どもたちの信頼関係というのは非常に大事だと

思ってます。異動になって来られて、新しい先生が新しい子どもに会ってどういう信頼関係を

つくるか、当然家庭の状況等も十分把握しながら、家庭訪問等行いながら一人一人の子どもの

いろんな面を先生方がそれぞれ認識し職員室内で共有しながら、この子の対応はということで

今やっているような状況です。昨年との違いはということに関しては、特に専門的知識を持っ

て生徒指導にあたられる先生も増えておりますし、そういう先生方が中心になって、繰り返し

になりますけどもどの先生も同じような対応ができるようなそういう体制づくり、それからい

ろんな何かあったときには、いろんな機関、団体等に協力を仰ぎながら、また対応するという

ことを小まめに今年については進めている状況にあります。以上でございます。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、３番佐藤議員。 

○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）○３番（佐藤晴観議員）    はい、再々をさせていただきます。今いろいろご答弁いただいたんで

すけども、答弁書にありますですね各関係機関とですね協力をしながらですね十分に連携を図

ってやってると。昨年度もこのような質問をさせていただいたときにもですね、教育長をはじ

めですね教育委員さんとかいろいろな関係機関の方たちと協議をしてやっているという答弁

をいただいたことを記憶してるんですけども、今、答弁書を見た中でですねちょっとＰＴＡと

いう言葉が全然出てきてなかったんで、もっと我々親をですねどんどんと活用していただきた

いって言いますか、一番子どもと接してるのは我々親ですから、親をどんどんと使っていただ

いてですね、少しでも問題解決に向けるということをですね考えてみてはいかがなというふう

に思っておりますが、その辺はどのようにお考えでしょうか。 
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（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、千葉教育長。 

○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）    はい、答弁書ではＰＴＡの活動している部分については、ちょっと落

ちている部分はありますけども、当然昨年から今年についても小学校ですと特に新入学時は先

生方が校舎の前でいろんなあいさつ運動をする、中学校においても同じように先生方が朝のあ

いさつ運動、それから併せてＰＴＡの方々もあいさつ運動をする、それからいろんな授業参観

にＰＴＡの方が積極的に参観してもらう。また、授業公開等も積極的にするなどして地域の方

も学校の様子を見ていただく、ＰＴＡ、保護者だけじゃなく地域の方にも見ていただけるそん

な体制を今年強く進めているところです。今時点もいろんな教育委員会の職員もいろんな学校

の様子を見に行ったり、それからＰＴＡの役員の方についても朝の運動と併せて日中も学校の

様子を見たりと、いろんなことでＰＴＡの役割は非常に高いというふうに感じております。今

後につきましても、教育委員会の職員も含めてＰＴＡの方々の保護者の方々、いろんな地域の

方々のご協力をいただきながら、より良い学校づくり、開かれた学校づくりの中の一つとして、

やっぱりいろんな地域の方も入ってもらっていろんな意見をいただく、いろんな情報をいただ

く、そんなことを進めながら安心して子どもたちが学校に通える、そんな学校にするよう、ま

た今後とも引き続き対応してまいりたいというふうに考えてございます。 

○議長○議長○議長○議長（齊藤（齊藤（齊藤（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ３番議員の質問を終わります。 

次に１１番角和浩幸議員。 

（「はい」の声） 

はい、１１番角和議員。 

（１１番 角和浩幸議員 登壇） 

○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）    １１番角和でございます。私からは１点、多面的機能支払交付金の

活用方針について町長にお伺いさせていただきます。質問の要旨、農業、農村が持つ多面的機

能の維持、発揮を目的に政府は今年度、新たな日本型直接支払制度の一つとして、多面的機能

支払交付金を創設しました。平成２７年度からは多面的機能発揮促進法に基づく事業として実

施される予定です。 

農業、農家に対する新しい支援制度として、本町の農家からも大きな期待が寄せられている

制度であるとともに、一方では新しい制度に対する戸惑いも聞かれます。交付金を有効に活用

し、本町の農業振興に役立てるためにも、農家に対してこの制度の趣旨を分かりやすく説明す

ることが求められていますし、また、できるだけ早い事業実施が期待されています。そこで、

以下３点について町長のお考えを伺います。 

１点目、本町として多面的機能支払交付金を実施する時期や規模について。 

２点目、同制度で実施可能な事業内容と、本町として力を入れる重点項目について。 
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３番目、中山間地域等直接支払交付金をはじめ既存の直接支払制度と事業内容が重複するこ

となく、実効性のある事業展開を図るための取り組みについて。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    １１番議員の質問の答弁を求めます。 

（「はい」の声） 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    １１番角和議員よりの一般質問、答弁をさせていただきます。町長に１

点ということですのでよろしくお願いいたします。多面的機能支払交付金の活用方針について

というご質問であります。多面的機能支払交付金につきましては、昨年度までの農地、水保全

管理支払交付金の３組織が継続し、新たに立ち上げる１９組織は平成２７年度の法制化に合わ

せて予算措置されることから、本町の農地利用改善組合の地域割を基にした設立を目指して準

備に取り組んでおります。２７年度の予定をして準備してきたということであります。また、

新しい制度による地区の負担を軽減するため、美瑛町全域を１組織とする広域の協議会を設置

し、事務の統一化や各地域での活動支援ができる体制作りを検討しているところであります。 

まず、１点目の実施する時期や規模ですが、当初、道は新規地区については、先ほど申し上

げましたとおり平成２７年度採択としておりましたが、実は８月に事業推進のため新規地区も

平成２６年度前倒しでの実施が認められたところですとの連絡を受けたところであります。１

２月の採択申請へ向けて活動組織の設立などの準備を現在進めているところであります。また、

規模については全町１万９００ヘクタール、交付金額は概算で１億９８００万円と見積もって

おります。 

２点目のご質問につきましては、まず、農業用施設の草刈等の基礎的保全活動や農道、水路

等の軽微な補修などの質的向上を図るため、各２２の地域組織の共同活動が必須となっており

ます。加えて、近年、局地的な豪雨などにより農地、農道や幹線排水路などの農業用施設に大

きな被害を受けたことで農作業や農業経営に支障をきたしていますので、被害を受けた農業用

施設の補修や土砂流出防止対策等に積極的に活用するため、広域の協議会が地域の協議会と連

携を図りながら一括実施することで、農家負担の軽減、農村環境の保全に努めてまいりたいと

考えております。 

３点目のご質問につきましてでありますが、既存の中山間地域等直接支払や道路、河川愛護

組合などの町単独補助事業等、特に中山間地域等直接支払では共同活動の取り組みとこの活動

が重複する項目や農業振興費関係についても、多面的機能支払へ移行できる項目などの整理、

調整を行い各活動組織に混乱が生じないよう、そして、それぞれの交付金の特徴を生かせるよ

うに、各協議会の中で検討しながら進めてまいりたいと考えております。以上であります。 
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（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、１１番角和議員。 

○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）    はい、１１番です。では、再質問をさせていただきます。ただいま

のご答弁の中で多面的機能支払交付金につきまして、当初予定の２７年度を前倒しして今年度

の実施になると、今年１２月にも予算計上できそうだということでございます。美瑛町の基幹

産業である農業に取り組んでいる農家さんからは歓迎の声が上がるのではないのかなと思い

ます。また、予算規模も２億円に近いということでございます。この新しい直接支払制度が農

地農村地域のより良い発展につながる、真に実のある事業に活用されることを期待するもので

ございます。そこで再質問としまして、重複するところもございますけれども、この制度実施

に当たりまして町独自の在り方、あるいは重点を置いていくようなところがあるのかどうか、

その辺りにつきまして町長のお考えといいますか、ご決意のほどをお伺いさせていただきたい

と思います。これは、美瑛町だけではないと思いますけれども、全ての自治体に共通すること

だと思いますけれども、農業の施策といいますのは国の大きな農政の方針がございまして、そ

の中で自治体の独自色を出すというのは非常に難しい作業ではないかなと思っております。た

だ、その中にありましても地域の農村が抱える問題や課題は、当然のことながらその地域、自

治体それぞれの固有、特有のものがございまして、そういう意味では国が大きな方向性を握っ

ているとはいいましても制度の枠の限界の中で、その中で美瑛町農業にふさわしい、そのよう

な制度の活用の仕方が求められているのではないかなと思っております。また、中山間をはじ

め既に実施されている事業、取り組みがございまして、農家にとりましては毎年行っている馴

染みのある事業も既に行われています。そこに今回のこの新しい制度として、新たに約２億円

に近い事業費が付いたわけでございます。この貴重な財源を有効活用していくということにつ

きまして、もちろん各地域が独自の計画を立てていくのはもちろんですけれども、町としても

活用方針を明確にして農家を引っ張っていっていただきたい、そのような思いも持っておりま

す。そこで繰り返しですが、町長のご決意、あるいはお考えを再度お伺いさせていただきたい

と思います。 

細かい２点でございますけれども、例えばこの支払い交付金は自治体独自のメニューを盛り

込むことも可能であるというふうに言われております。何か独自のお考えなどございますでし

ょうか。 

もう１点、これも例えばの話でございますけれども、この交付金の支払い単価が都府県と北

海道では格差がございます。北海道の方が安い設定になっております。その格差の部分を町独

自の施策として少し是正するような、そういうようなお取り組みなどにつきましてもお考えが

ございますかどうか、お伺いをさせていただきます。以上です。 

（「はい」の声） 
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○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    はい、角和議員よりの再質、おおまかに３点かと思いますけども答弁を

申し上げます。まず、平成２６年度から実施可能になりつつあるということで今準備してると

いうこと、議員の皆さん方にもご理解をいただき、ご支援をいただければというふうに思って

いるところであります。実は、本年度当初から制度が変わる中で本格的な実施は２７年度から

にならざるを得ないということで、これは採択の関係もありましてそういうふうに織り込んで

おりましたけども、先ほども答弁を申し上げましたとおり、国の方、また道の方で予算上の調

整もあり、美瑛町に新規に取り組む準備があるんであればということで声を掛けていただいた

というふうに思っています。美瑛町では今までこういった直接支払い、また農地、水関係の支

払交付金、こういった部分については２段構えで取り組んできまして、当然中山間については

約２億４千万円か２億５千万円、そして農地水関係についてはですね、３組織に絞り込んでこ

れまで取り組んできたところであります。今回の拡充されるのは議員さんご理解のとおり、こ

の農地水保全管理関係のものが拡大されて、こういった多面的機能支払交付金という形になっ

てきてるというふうにご理解いただきたいというふうに思ってます。当然、町としても２億円

のうち４分の１町が負担するわけであります。これは中山間もそういった課題でやってるわけ

でありますから町としてもこの施策、町のお金を投入する以上、町のためになるそういった部

分については強く意識をしていこうと、いかざるを得ないと、いこうという思いを強くしてい

るところでありますけども、これまで中山間の事業で我々取り組んできた内容、議員ご理解い

ただいているとおり個人に直接お金が入るという部分が４、２億４千万円から２億５千万円あ

るとしたら約１億円ですね。それから政策、農協さん、町、関係機関が農業全体の振興を図る

ということで４、１億円。それに共同取り組みという形で２、約５千万円弱ですね、こういう

形で中山間を運営してきました。ただですね農業振興施策については、この２億４千万円に上

乗せをして町独自に上乗せする分、農協独自に上乗せをする分というような形でやってきまし

たんで、予算は膨らむような場合もあるということはご理解をいただきたいというふうに思っ

ております。そんな中で今回の多面的機能支払交付金については、基本的にこの２の部分、共

同取り組みというような形の部分について重点的に事業が行われるということであります。で

すから、我々としては、地域の農業の発展において中山間との絡み合わせをやはりもう一回考

慮し直さなければ、整理するべきだというふうに思って見ているところであります。そんなこ

とで今後進めていきたいと考えているところでありますが、まず農家の方々のためにどういう

ふうな形で運営していくのかということでありますけども、基本的にはやはり地域の農業を経

営する、農業を運営していく、農業を行っている方々の地域の中で、こういう取り組みが必要

だ、こういう基準が必要だとか、こういうふうなものが必要だという、そういう論議をしてい

ただきたいというふうに思ってます。町長がこうやれああやれというよりも、やはりこれはも
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うボトムアップですから、基本的にお金の枠はこんだけある、この中で皆さん方がどういう形

で地域の農業を発展させる、また地域の農家の方々が営農しやすいような形に使っていくかと

いうことにやはり重点をおきたいというふうに思っています。それを我々は、いろんな形で一

つの組織、大きな組織もつくりますからそこで合わせまして、そして基本的な事業の取り組み

の基準というものをつくっていきたいというふうに考えてございます。今そういう事業を行っ

ていると、もう既に行っているというふうに理解していただいて結構ですけども、そのような

方向で考えています。ですから、先ほど国の方の事業なんだけども、国が直接支払制に関わり

ながらの事業でありますけども基本的にはその地域地域、町というよりも町内の各地域地域に

おける課題解決のために使っていただくというのが大きな我々の方針だというふうに思って

ます。その点については、私も美瑛町独自の施策になり、そしてそうしないとできないものは

応援していきたいというふうに考えてますんで、ご理解をしていただきたいというふうに思っ

てます。 

それから、じゃあこの多面的機能支払交付金について他の制度と併せてどういう農業振興の

考え方をしていくんだということでありますけども、これ直接支払いというようなことでヨー

ロッパ型の補助制度を国際的な農業の貿易の拡大の枠の中で認めれるような形でということで、

今までもいろんなゲタの話ですとか、何色ですとかって黄色ですとか緑だとかっていう話をや

ってきたんですけども、今国際貿易の関係でＴＰＰが大きな課題になってますけども、非常に

そういう意味ではＴＰＰっていうのは国際連合というか国際的な連合ではありません。ヨーロ

ッパ入ってませんから。非常にそういう意味では今までやってきたものとは質が違うんですね。

そうすると、どういう補助事業が正しくてどういう補助事業が正しくないのかというようなこ

とは、もう最初からのやり直し、言ってみればアメリカのやってることは正しくて、ヨーロッ

パでやってることは正しくないみたいな、そういう論議もあるわけですね。ですから非常に我々

も将来を見据えづらいとこがありますけども、しかし農業を維持していく上ではやはり食料安

保、国民の食料の安全を確保するためには、やはり国がしっかりと農業を守り育てていくとい

う視点は欠かせないもんだというふうに思っています。そんなふうに国も捉えるべきだという

ふうに私も思っています。そういう面からしますと直接支払制度等の考え方を今回どういうふ

うに見据えていくかということも、いろいろ今後の方向の中で十分に配慮をしていかなきゃな

らんというふうに思ってます。ちょっと変わった言い方をしますけども、水田、米の転作って

いうか、そういうのがずっと日本で行われてきましたよね。そして、転作をすることによって

補助金が農家の人に出たと。転作というか減反といいますかね、そういう形で。これは、実は

ですね日本型の一種の直接支払制度なんですね。じゃあそういう日本型の直接支払制度が長く

行われてきて米はどうなったかといいますと、素晴らしい美味しい米を北海道でも獲れるよう

になったし、米の製作、米農家の方々の努力というのが非常に生かされて北海道の場合も表に
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出てきたと。そういう点は認めるんですけども、実際にじゃあ米が今後どうなるという将来の

ことを考ますと、本当に米で食べていけるのかという疑念がやはりだんだん大きくなっている

わけであります。昨年まで１万５千円等補助があったものが今年は７５００円、そして来年は

もう無くなるというようなそういう状況で、今年は米余りではないかと。そして、一時仮払い

金が３千円も落ちるというような、昨年に比べて落ちるというような状況が生まれてきている

わけでありますから、ですから直接そういう農家の方々と補償をしていくということの考えの

上では、やっぱり重要な案件を忘れてはいけないんだと、やっぱりこれまでの経過をやはり我々

は学習しなきゃならんというふうに思ってます。それは、ただ補償をするということでなくて、

やっぱり未来の姿を描いてその方向に向けて補償をしていく。そしてまた農業なり、農業ばか

りでなくて他の産業もそうですけども、その未来の方向を目指して誘導していくというような

形の政策転換が必要なんだというふうに思っています。そんな面からも中山間事業、そして今

回の多面的機能支払交付金を我々は混ぜ合わせながら、美瑛町の農業が本当に持続的に継続し、

農家の方々が発展し、農家の方々が収益を得られるような、そういう農業地帯としての美瑛町

をやはり目指してこの資金等、交付金等を活用していかなきゃならんというふうに判断をして

います。大きなことを申し上げて申し訳ありませんけど、そういう意味では今回、中山間の部

分についても共同取り組みの部分については、今まで２であったものを０にしようという今方

向性を検討してます。そして、直接と政策の部分をどういうふうに割り振るのか、５：５にす

るのか６：４にするのかというようなこともありますけども、そんなことも検討をしていると

こであり、基本的に農業振興という部分にやはり重点を置こうと。この多面的機能支払交付金

にやっぱり重要な案件として出てくるのは、先ほども水路の保全ですとか、それから耕作道の

保全ですとかそういうこともありますし、やはり土づくりですとかそういった部分もこれから

は重要な案件になっていく、していこうというふうに考えているところでありますから、そう

いった方向を今後、農業振興機構等でもいろいろ打ち合わせしながら、この事業等活用してい

きたいというふうに思っています。 

それから、最後格差の部分でありますけども、本州と北海道で中山間も違っていたんですね。

これはですね、本州が例えば水田農家一つとっても北海道の面積の何分の１しかないというこ

とで、あまりにも本州、北海道と同じ金額ですと金額が小さくなる。しかし、北海道に本州と

同じものを当てはめると北海道の農家の人にも本当に大きな金額が投入されて、予算を作って

も北海道の方にほとんどいってしまうというようなことになるもんですから、そういう見直し

というか調整がされたんだというふうに思ってます。我々、直接金額的に本州との格差を埋め

ようとは思ってませんけども、政策的に中山間事業や多面的支払交付金に上乗せる形で美瑛町

は農業予算等も確保していきますんで、そんな中で農家の方々、各作物を作っている方々、農

家の方々が継続してやっていける、また美瑛町の重要な産物として産地化できていくような、
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そんな方向性に我々見据えて支援をしていきたいというふうに考えているところであります。

以上であります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員正議員正議員正議員））））    １１番議員の質問を終わります。 

次に９番穂積力委員。 

（「はい」の声） 

はい、９番穂積議員。 

（９番 穂積 力議員 登壇） 

○９番（穂積○９番（穂積○９番（穂積○９番（穂積    力議員）力議員）力議員）力議員）    それでは、番号９番、穂積力。質問事項、今回は２問質問します。ま

ず１番目、農業委員会の賃貸借に関わる許可などはどうなるのか。質問の要旨、相手は町長で

す。農地の賃貸借契約に関わる許可はこれまで農業委員会の権限でしたが、新たな国の制度で

農地法が変わり、農地中間管理事業により北海道の農用地配分計画の認可にて農地の賃貸借が

できることとなり、既に北海道の１０数か所の市町村で始まっていると聞きました。そこで、

わが町は今後どのようなやり方となるか町長の考えをお伺いします。 

質問事項その２、各種イベントボランティアについて。質問の要旨、相手は町長です。今年

も宮様スキーマラソンから始まり、数多くのイベントが盛会裏に終了してきました。それも多

くのボランティアの皆さんの頑張りがあったからです。 

最近は毎年イベント自体が大きくなって、多くのボランティアの力が必要不可欠です。この

ため多くのボランティアを募り、できるだけ多くの参加者を呼び掛け、同じ人ばかりに負担が

かからないようにするべきと思います。 

そこで、広く町民にボランティアを呼び掛け、一年間の参加予定を把握する窓口が必要と思

われますが町長の考えをお伺いします。 

以上、２つよろしくお願いします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ９番議員の質問の答弁を求めます。 

（「はい」の声） 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    ９番穂積議員よりの一般質問２点について、町長にということですので

答弁を申し上げます。第１点は、農地の流動化に関わる件であります。農地の流動化の部分に

町長が答えろというのはなかなか答えづらい部分も制度上ありますので、そういったことを配

慮をしながら答弁しますんでひとつよろしくお願い申し上げます。もしこれ以上の内容という

ことであれば、今度は農業委員会の方に、新しい会長出てきてますんでしっかりと質問をして

いただければと、よろしくお願いを申し上げます。 

農業委員会の賃貸借に関わる許可はどうなるのかということでありますが、国は今年３月に
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農業経営の規模拡大、農用地の集団化、農業への新規参入の促進等による農用地の利用の効率

化および高度化の促進などを目的に、農地中間管理事業の推進に関する法律を施行いたしまし

た。そして、その実行組織として各都道府県に農地中間管理機構を設置するといたしました。

北海道ではこの役割を公益財団法人北海道農業公社が担うことになり、美瑛町では農業振興機

構が６月１日より業務委託を受け業務を開始しております。農業開発公社が中間管理機構とな

り、美瑛町の方には農業振興機構が公社の方から業務委託を受けているということであります。 

さて、議員からのわがまちは今後どのようなやり方となるのかとのご質問でありますが、本

町での農用地の流動化は、ほとんどが農業経営基盤強化促進法によるものであり、農用地利用

改善組合と農業振興機構が連携し、農業委員会の決定を受けた後、担い手農業者への流動化を

図っているところであります。 

美瑛町内には規模拡大を計画している農業者が多くいることから、農地保有合理化事業など

を積極的に活用した担い手への流動化を図っていくことが主体になると考えておりますが、今

後は美瑛町内の農業者だけでの農用地の流動化にも限界が来ることが予想されることから、農

地中間管理機構への賃貸借による流動化も手法の一つとして考えていかなければならないとい

うふうに思っています。 

しかし、本町の農地は単に農業収入を上げるだけではなく、丘のまちびえいの美しい景観を

守る大事な役割を担っておりますので、今後も農用地の流動化につきましては農業委員会や、

また他の関係機関と十分連携しながら慎重に進めてまいりたいと考えております。 

続きまして質問事項の２、各種イベントのボランティアについてであります。美瑛町の各種

イベント等につきましては、本当に多くの皆さまのご協力によって成り立っており、厚くお礼

を申し上げるところであります。 

近々の大会ボランティアの皆さまによる協力状況を申し上げますと、町の３大イベントであ

ります、丘のまちびえい宮様国際スキーマラソンにつきましては２６団体で延べ３４０名、丘

のまちびえいへルシーマラソンには２８団体５３０名、丘のまちびえいセンチュリーライドに

は２３団体２１０名と、多くのボランティアのご協力によって大会が盛会裏のうちに終えさせ

ていただいているところであります。３大大会以外にも、いきいきフェスタには３０団体２３

０名のご協力をいただき、この他にも各種主催団体でのイベントに多くのボランティアの皆さ

まにご協力をいただいております。それぞれの大会には特殊性があり、給食接待業務等地域の

皆さまの協力をいただいている大会もあり、またスキーマラソンでは一部コースが畑の中であ

ったり、センチュリーでは２日間にわたることや、交通誘導員の業務を２箇所にするなど創意

工夫をしながら適切な配置を行い運営をしております。 

ご指摘の、多くの方に参加を呼びかけ、同じ人に負担がかからないようにというのは私ども

も考えているところであり、広くボランティアを呼びかけることにつきましても、過去に広報
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紙、防災無線等での呼びかけも実施した経過がありますが、その時は数人にとどまったことや、

業務の内容から各種団体等に期待数をお願いしているところであります。現在は各種団体にお

願いをしているという状況であります。協力いただいておりますボランティアの皆さまも年々

ご高齢になっていることから、今後のボランティアの在り方については、検討する時期にきて

いるというふうに考えております。 

議員ご指摘の一年間の参加予定を把握する窓口につきましては、登録制度等も含め検討させ

ていただくとともに、一部民間等に責任を持っていただき有償での委託方式等も検討し、ボラ

ンティアの皆さまの軽減を図るべく幅広く検討してまいります。以上であります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、９番穂積議員。 

○９番（穂積○９番（穂積○９番（穂積○９番（穂積    力議員）力議員）力議員）力議員）    はい、まず１番目の再質を行わせていただきます。質問に当たりまし

て、農家の農業者の利益を守る、美瑛の農業を守るという立場で私は発言するので、どうか構

えることなく、良い方向に進むようにという考えで再質を行いますので、ご理解いただきたい

と思います。思えば農業委員会で今までやっていた賃貸借も、その許可を一部ね農業委員会か

ら離れたところでも判断ができるよと。これは良い悪いは別として国で決まった法律なのでど

うこう言っても仕方ない。ただ、考え方のもととしては美瑛の農業者を守る、農家を守る、農

地を守るという観点から言いますと、できることであれば今までどおり美瑛町は農業利用地改

善組合という各行政区単位ぐらいの中で、そこでもね最終的には判断は農業委員会ですけど、

そういった改善組合である程度固めて、そして持っていくっていう方法が最善だと思ってるん

ですけど、国はそれでは流動化に歯止めがかかるということで、今回企業も参入できるような

方向の中で、また新たな許可できる組織を取り入れるということになってます。町長の答弁に

もあるように、農業委員会等含めて良い方向になるように今後進めていくということで、もち

ろん安心しているわけなんですけど、ただ、新しいシステムが農家個々があまり、始まった法

律なんでね、そんなすぐになんか分かるわけないんですけど、少しでも多くの貸す人、借りる

人の農業者が、そういう制度の内容を理解できるような、そういった活動が必要でないかとい

うことを感じるわけなんですね。私も確認はしてないんですけれど、そういうマニュアル的な

もの、そういったものが農家、農業者に理解できるように早急にするべきというふうに私は考

えるわけです。そういった中で、そういったいろんな新しい制度を理解しながらね、今までの

制度を守りつつ本当の美瑛の農業者が成り立つような方向性を見出していくべきでないかな

ということを感じるわけです。ここで細かいことをどうのこうのああせこうせということを質

問する気はありませんけど、ただ、美瑛の農業者が、農家が農地が守るためにシステムが知ら

なかったらね、やはり後の祭りっていうこともなりかねない。そういったことを考えたときに

マニュアルというか、こういう制度はこういうことなんだよと、例えば簡単に言うと、貸した
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い人が機構に申し入れる。借りたい人も申し入れる。そういった中で当然成立が始まるんです

けど、横やりみたいな思いつきで、計画なしで入り込むっていうことはできないとかっていう

ことを私なりに聞いてるわけなんですけど、そういう細かいいろんな決まり、そういったこと

をやはり農業者も含め少しでも早くね理解できるような、そして美瑛町の農業が守られるよう

な方向に進めてほしいという希望なんですけど。そこら辺、要するに制度をいち早くね町民に

何らかの形で知らせるべきでないかな。そして農地を守る、そして農地を守るだけで良いかっ

たらそうではない。これは国の言うことなんですけど、作物を付けないで放棄地、要するに作

物を付けないで採算の取れない農地はふっとばしになるっていうことを避けるためって言っ

てるんですけど、町長にこんな細かいことまで説明せんでも美瑛町の土地は丘陵地、山坂なん

で採算取れないような畑がいっぱいあるんでね。それでも一生懸命耕しているっていうことを

ね、企業が入ったからったって採算の取れないところをね一生懸命作ろうなんてしないので、

極力農地を守るという立場で方向はそういうふうにして向かうということを私は信じてはい

るんですけれど、そうはいかないようなことにならないように今から策を練ってほしい。考え

のほどを聞かせてください。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    はい、穂積議員より１点目の農地の流動化に関わる質問の再質にお答え

を申し上げます。基本的に私もこの中間管理事業、道に関わる部分がやるということでありま

す。で、正直言って私自身はあんまり歓迎しておりません。どうしてもですね道が物事をやる

と、道は決まりどおりやるんですね。そうすると国の言うとおりなんです要するに。地方の言

うことに、お前たちの言うことを聞いて努力しようということがほとんど少ないんですね。国

の法律で決まったから、国の制度がこう決まったから俺たちはこうやって言う。言ってみれば

中間官僚っていいますか、そういうふうな行動をとられると。公社の場合は独立した法人です

から、それと一緒かどうかというような部分はありますけども、しかし、基本的には道の天下

りが理事長のトップをするような場所ですから、そういう部分ではそういった流れもあると。

ただ今回の中間機構、今の段階でですね、まだ今までの穂積議員さんが言われる改善組合、そ

して農業委員会のルートで農地の流動化を基本的に考えるという方向性は、その地域でできる

とこはそれをやるということですから、これはもう美瑛町では今までの方針をしっかり守って

いく、確立していくと。ただ、今までどおりで改善組合等の中でいろいろ検討する中で不協和

音とか不満もありますんで、そういった部分についてはできるだけ協力し合って見直しながら、

今ある、農地の流動化の体制を維持していきたいというのは私もそういう思いを強く持ってま

す。これは農業委員会さん、また農業振興機構、農業の施策をそこで検討する場となってます

けど、そこでも私自身の考え方をさせていただいています。ただ、これ制度、法律であります
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ので、穂積議員言うように私が反対だと言ってもお前何を言ってるんだという話でありますか

ら、美瑛町の今ある状況をしっかりと守っていけるような、そういう農業の在り方をするため

にも農地の流動化について、今のような言った内容で取り組んでいきたいというふうに考えて

います。ちょっと今はこうなんですけども、制度は実は先へ進んでいくんですね。初めからお

かしなことをやると国はやはり批判を受けますんで、今回はこの中間機構というようなものを

つくって、結局はこの中間機構は国の言うことをよく聞く飼い犬のようなもんでありますから、

どこへ方向いってるのかというのが問題であります。今回、農業の関係、国が、安倍首相がで

すね、今度杉山さんとの論議もあるんですけども、特区というようなね、経済特区のようなも

のをやろうと言って手を挙げてこいって言ったんですね。そのときに大阪ですとか、関係です

とかねいろいろなところが手を挙げて、６つぐらいの地域が採択されたんだと思うんですけど

も、農業の関係、北海道が挙げたんですね。北海道は見事に落ちました。日本の国の中でです

ね農業の農地面積を４分の１を持ってるようなそういうところがですね、何でそんなことなる

んだろうというふうに、農業のことがあるんであれば北海道がまず基本となるべきでないかと

いうことでいろいろ情報をとったんですけども、言うにはですね企業が参入しやすい状況に北

海道は進んでいないと言うんですね。採用された新潟、こういうとこ上げていいのか分かりま

せんけども、新潟の方は農業委員会が市の市長さんなり、そういうところに自分たちの業務を

委託して、その市長が良しとなれば企業に土地を流動化させるということが良いですよと。そ

ういうふうな特区をつくり上げたところ、そういう制度をつくり上げたところを特区にしちゃ

ったんですね。これはですね、今回の中山間のこの事業等が一体どこへ向かってるのかってい

うことだけは、穂積さんこれはご存じのことだと思いますけども、我々は十分に配慮をしてい

かんきゃならんというふうに思ってます。じゃあ、なぜ企業がそういうふうに入っていくのを

お前そんなに問題にするんだということなんですけども、農業の部分に、今収益性があるとか、

農業は儲かるとかどうのとか、その安っぽい評論家がいろんな本を出したりやってますけども、

農業がですね価値があるのは、我々地域にとって価値があるのは、その地域の資産である農地

を活用して、その地域に住む方が地域と一緒になって地域の中で生産して生産不足、地域の中

で流通というか外に出しますけども、経済的にもそこからが原点なんですね。企業がですね地

域に来て土地を持ってですよ、そこで何ぼ収益上げだってみんな設けは東京に行っちゃうわけ

ですよ。今までですね、日本の国は集権化でどんどん来て、労働力をみんな東京に出せ、大学

に行った子どもたちは勉強うんとさせて利口に、そして東京へ出せ。みんな彼らが良いように

使ってきたわけですね。そして、地域の財産である農地まで今度は出せということですよ。我々

に、地域の人間には小作人になれと、企業の。こんなばかなことを考えてる政府が本当に農業

を発展をできるかどうか、私はここの点についてはですね、全く今の政策に対して大きな問題

点を感じています。やはり農業というのは、地域にあって地域の中で地域のいろんな生活と一
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体となってるから値があるんで、そこには水ももちろんきれいであったり、土づくりがされた

り、でもそれが利益だけのことだけになると、こういったものも顧みられなくなるわけですか

ら、地域にとっては全く農業というものが地域のものでなくなってしまう。これについて私は

本当に強い危機感を抱いてます。ですから、今回のこの中間管理機構の部分について、どうい

う方向に向かっていくかということについては非常に重視していますし、今のような方向に美

瑛の農業が行かないように私自身は農協さんや各関係機関、農業委員会さんもそうですけど、

その方々と一致協力して地域としてのね、農業のしっかりとした地域の柱としての産業を育成

していきたいと、そういうふうに守っていきたいというふうに考えているところであります。

以上であります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、９番穂積議員。 

○９番（穂積○９番（穂積○９番（穂積○９番（穂積    力議員）力議員）力議員）力議員）    はい、納得する答弁ですので次に移ります。次、各種イベントのボラ

ンティアについて。先ほど町長から答弁いただいて、そのとおり、そして今後の方向付けもそ

ういう方向で進むということでね、そこで納得しれば終わりなんですけど。ちょっとだけ、私

の考えも発言したいと思います。一所懸命ボランティアの人が頑張ってるのは、私も一部しか

わかりませんけれど、理解して頭の下がる思いでございます。１番強く感じたのは、本当に役

場職員をはじめボランティアの、今隣にいる福原議員も含めてかなり頑張って、どこのイベン

トに行っても顔があるっていうことで本当に頭の下がる思いです。町長に先に断っておきます。

もちろんボランティアの人から私に大変だなんて一言も言う人はいません。間違いしないでく

ださいね。私にこぼし話を言ったからここで取り上げたわけでも何でもありません。あくまで

も私の考えです。簡単に言うとね、要するに例えばだよ、駐車場の係なんつったらね、早い話、

私でもできるんですね。他のこと何でもできるかったらできないけど。駐車係、駐車係は大変

ですけどね、何かぶつかったりトラブルあったら。だから、決して駐車係を甘く見てるわけで

ないけど、私も声が大きいからできるかなっていう、そういう意味で受けとめてくださいよ。

あの野郎駐車係を甘く見てるなんてそういう考えでないですから。何を言いたいかっていった

ら、そういうのだったら私もできるなと。声も大きいし、入ったら駄目ってにらみを利かせれ

るしね。そんなことをとったら、参加しないとだめだなっていう気持ちになるんですよね。１

日いっぱいやってれば良いかったらそうでない。やっぱりイベントも見たいから、例えば時間

差つけて半日ならいいよとか、午後からなら良いよ。夏は仕事が忙しいから駄目、冬なら出れ

るよ。そういったことをやはり取りまとめしてて申告しとけば良いかなと、そういうふうに感

じるわけなんですね。そして、これはあくまでも役場の職員にしても、言い方変えればもった

いなく私思うんですよね。もちろん、休みったらボランティアで出てるっちゅうのはもう、役

場職員だけでない一般の町民だって出てるぞって、そういう声が返って来るんですね役場職員
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から。それはそれでありがたいことなんだけど、ただね、見てほしいのよイベント全体を。そ

の１部署で真剣にボランティア活動で裏方となって頑張るのも一つの方法だけど、そのイベン

ト自体を見ててね、人から聞いた話じゃなく見て、今後のイベントの参考の意見を出せるよう

な立場にいるんだから、そういうような方向で参加すると、なお一層イベントが改善されて良

くなるんじゃないかなっていうのが私の考えなんですね。だから、１か所で一所懸命アイスク

リーム売ってるのも一つかもしれないけれど、全体を見る時間もあって良いんでないかなと。

そういった工夫をやはりせねば。もう一つ言わせれば、イベントが多くなればなるほど美瑛と

しては活気は付くけど、負担になってしまうっていう方向になりはしないかなと感じています。

いずれにしても、いい意味でね、例えば役場職員が配置するんでも駐車の方の指導する職員が

１人ぐらいにして、後は指示に従ってやるとかそういうふうにすればイベントに参加できる、

見る、そして全体を把握できる職員が多くなる。そういうことがやはり必要でないかなという

ふうに強く感じています。私も極力イベントあるたびに出ようとはしてるんですけど、行った

ら客扱いされて邪魔になるなと思って遠慮して参加しないことも多々あるんですけど、そんな

ことも踏まえてですね、もう町長がやるって言ってるんだから、そういう方向で検討もするよ

って言ってるんだから、それ以上うるさく言う必要ないんですけど。いい意味で、悪くとれば

何言ってるっていう考えもあるんですけど、美瑛のイベントをみんなで、ボランティアの家族

も喜べるような工夫、創意工夫が必要かなと。１日、休み２日あったら２日全部束縛しない、

家族サービスも一緒にイベントを楽しめるような時間をつくるような工夫。そのためには各種

団体ばかりじゃなく、各町内会にも呼び掛けてほしいなと思います。各種団体に参加してない

人は、手上げれないんでね。昔募集したっつったって募集は毎年やってほしいと、そういうふ

うに思います。そして、手上げた以上同じこと繰り返しになってしまうけど、それだけ力入れ

て理解してほしいという意味で受けとめてください。どうですか、この辺であんまり長くなっ

たら。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    はい、穂積議員さんボランティアの今回一般質問をいただきましたけど、

大変私感謝しています。ボランティアの方々に大変負担を掛けてですね、ご苦労掛けて申し訳

ないというふうに強く思ってるんですけども、しかし一方で、まちづくりはやはりボランティ

アという部分とはもう切り離せない時代になりました。これは福祉もイベントばかりでなくて

福祉ですとか教育、全ての部分で。ですから、ボランティアの施策をどうしっかりと組み立て

ていくのかというのは、町の行政運営の中では本当に柱の一つ、大きな課題でありますから、

ここを取り上げていただいたこと感謝をしています。それで今やはり我々のボランティアの取

り組み、美瑛町の取り組みの中でやはりボランティアセンターといったような全体を把握する
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そういう組織がない、そういう機関がないというのはやはり問題だというふうに思っています。

それも今までいろいろと話をしたんですけども、やはり福祉のボランティアの方々、それから

スポーツ関係、イベントのボランティアですとか、例えばゴミ関係、拾ったりする環境衛生だ

とか、いろいろ幅があって同じような人がしてくれたりいろいろあるもんですから、その担当

担当が一所懸命ボランティアの方々をお願いするという形で来てましたもんですから、なかな

かそうせざるを得なかったという。ただ、一本化をするにしても仕切りを一本化するというよ

うなことは無理だと思うんです。やはり今までどおり担当課担当課でボランティアの方々にい

ろいろお願いしながらやっていくということで。ただ、情報を一本化するというようなことは

大切だと思ってますんで、今後どんな形でやっていけるのか検討して実施していきたいという

ふうに考えています。そんな中で先ほど役割分担の話がありまして、役場の職員も旗振りとか

してる部分だけでは、全体をもう少し見て役割分担もう少ししたらどうだということでありま

すけども、この辺は今後とも検討課題とさせていただきます。ただ、穂積さんご理解いただき

たいのは、旗振りしている姿は表には出ている姿だけで、あの前にはずっと全ての活動の組み

立てにみんなが参加してます。ですから、彼らはあれをやってるだけじゃなくて、あれは表に

出てるとこだけで、全ての全体の枠組みの中であの日はこの役割をしているということですか

ら、その部分では非常にタイトな中で担当課長中心になっていろいろと割り振りやってるとい

うことは、ぜひご理解をいただきたいと思います。それから、ああいうことをやることによっ

て若い職員が成長してきますんで、そういった部分でも成長度合いに合わせて役割をいろいろ

変えていくということも必要だというふうに思ってますんで、そんなこともやってるよという

ことでご理解いただきたいというふうに思っています。あとボランティアの部分についてです

ね、今後とも呼びかけについては、どこが情報の中心になってやるのかということも役場内で

検討して、そして呼び掛け、また情報の一元化ということを図っていく、そんなことをお答え

をさせて頂きたいと思います。 

○９番（穂積○９番（穂積○９番（穂積○９番（穂積    力議員）力議員）力議員）力議員）    終わります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、９番議員の質問を終わります。 

２時２０分まで休憩いたします。 

休憩宣告（午後 ２時０１分） 

再開宣告（午後 ２時２０分） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、８番八木幹男議員。 

（「はい」の声） 

はい、８番八木議員。 

（８番 八木 幹男議員 登壇） 
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○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）    それでは質問に入らせていただきます。まず１点目は、総合計画に対

する考え方を町長にお伺いをいたします。政府は、地方創生を新たな目玉政策と位置づけ、ま

ち、ひと、しごと創生本部を設立いたしました。また、前新藤総務大臣は、あるテレビ番組で

地方から提示される活性化プランを官邸が一気に集めて評価選定し、それを各省庁へ下ろし実

際に事業化していく取り組みをしていると、こういうような話をされておりました。また、後

任の高石新総務大臣もやる気のある地域を重点的に応援したい、このような発言をされており

ます。このように、地方の主体性が一層問われる時代になったのだと考えております。 

このような中、本町では美瑛町まちづくり総合計画を最上位計画と位置付け、まちづくりが

進められてきておりますが、この根拠になっている地方自治法第２条第４項が平成２３年削除

され総合計画、いわゆる基本構想の部分ですが、策定義務がなくなりました。しかし、長期的

展望を示した総合計画を最上位に据え、議会が議決して個々の計画は行政が進める、こういう

従来のやり方を踏襲すべきであると考えております。 

そこで、次の総合計画をどのように考えているのか３点を町長にお伺いいたします。 

１点目は、次期総合計画を最上位計画とする考えでしょうか。 

２点目、構想段階から住民参加型にすべきと考えますがいかがでしょうか。 

３番目、総合計画は、町長任期と連動させるべきと考えますがいかがでしょうか。 

質問の２点目、全国学力テストの結果公表はどのように行うのでしょうかということを教育

長にお伺いをいたします。８月下旬、４月に実施された全国学力テストの結果発表が道教育委

員会からありました。マスコミでも報じられているように北海道は低位置ながら全国との差が

縮小してきているようですが、並行して行われた学習状況調査の方に大きな問題があるように

感じております。学校に行くのは楽しいと思いますか。自分に良いところがあると思いますか。

将来の夢や目標を持っていますか。こういう項目で、北海道の小学６年生の順位がいずれも全

国最下位という内容です。 

学力テストも学習状況調査も結果が数値で出ているのですから、真摯にそれを評価し次に対

応していくのはごく当然のことであり、公表して情報を地域と共有し、共に対応していく時期

に来ているように考えております。 

本町では、どう対応していくお考えなのか、次の３点を教育長にお伺いいたします。 

１点目、学力テストの結果はどこまで公表し、どう対応していくのでしょうか。 

２点目、学習状況調査の結果はどこまで公表し、どう対応していくのでしょうか。 

３点目、道教委は、市町村別に各教科の領域別の結果をグラフで作成、発表すると言ってお

りますが、同意するのでしょうか。以上、お伺いいたします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ８番議員の質問の答弁を求めます。 

（「はい」の声） 
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浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    ８番八木議員よりの一般質問、町長に関する質問事項１について答弁を

申し上げます。総合計画に対する考え方ということでご質問をいただきました。これまで、市

町村総合計画の基本部分である基本構想については、議員ご指摘のとおり、平成２３年５月に

地方自治法の改正により基本構想を定めるための法的な策定義務がなくなりましたが、美瑛町

まちづくり総合計画は、従来から本町の総合的かつ計画的な行政運営の指針を示すものであり、

また町民にまちづくりの長期的な展望を示すものであることから、法律改正により策定義務が

なくなったとしても次期総合計画を策定すべきであると考え、新たに基本構想を議会の議決を

経て定めるべく、今定例会に条例の改正の提案をお願いをしているところであります。 

１点目の総合計画を最上位計画とするのかとのご質問でありますが、まちづくり総合計画は、

本町に住んでいる町民の皆さまがいつの時代も安心して暮らし続けられることを基本に、これ

まで１０年間を一区切りとする計画期間とし、町の将来を見据えた計画として策定しているこ

とから、これまでと同様に本町の最上位計画として位置付けてまいりたいと考えています。 

２点目の構想段階からの住民参加型にすべきとのことでありますが、まず、まちづくり委員

会を中心に素案の策定作業を進め、また町民に対してアンケート調査などを実施し、今後それ

をどのような形で計画に反映させていくか検討してまいりたいと考えています。 

３点目の総合計画は、町長任期と連動させるべきではとのことでありますが、まちづくり総

合計画は、町の方向を示す重要な指針であり、仮に計画期間中に町の施策においても重大な方

向転換が生じた場合には、見直しも図ることができるという内容になっておりますから、今の

ところ任期に連動させることは考えておりません。以上であります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、千葉教育長。 

（教育長 千葉 茂美君 登壇） 

○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）    八木議員の質問事項２、全国学力テストの結果公表はということに答

弁を申し上げたいと思います。よろしくお願いいたします。小学校６年生と中学校３年生を対

象に実施した全国学力、学習状況調査の結果が出たところです。この調査は、国語と算数、数

学の知識に関する調査と活用に関する調査に併せて、学習意欲、学習方法、学習環境や生活の

側面などに関する質問紙調査も行われました。 

この調査は、課題を把握したうえで学習の達成度や苦手な部分を見極め、学習や授業の改善

に結びつけることなどを目的としております。また、公表については、調査により測定できる

のは学力の特定の一部分のみであることや学校における教育活動の一側面であることを踏まえ、

序列化や過度の競争が生じることがないよう教育上の効果や影響などに十分配慮することが必
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要であります。 

１点目と２点目のご質問につきまして合わせて答弁をさせていただきます。本年度から教育

委員会の判断により、実施要領に定める配慮事項に基づき市町村名や学校名を明らかにした調

査結果の公表が可能となりました。このことから前段述べましたが、公表については、序列化

などが生じないよう配慮しながら学校と十分に協議し、教育委員会において慎重に審議してま

いります。また学校においては、保護者に対して個人の結果を配布するとともに、それぞれの

調査結果について詳しく分析し、成果と課題を把握した中で学習指導の改善や一層の充実に結

びつけるよう検討しているところです。また今後、学級懇談や学校だよりなどのさまざまな機

会を捉えて、保護者にその内容についてお知らせすることとしております。 

３点目のご質問につきましては、本年度より都道府県教育委員会は、市町村教育委員会の同

意を得た場合に市町村名や学校名を明らかにした公表が可能になりました。これを受け、道教

委では市町村別の結果を公表する予定としておりますが、その在り方などを含め、現在教育委

員会において検討しているところです。以上でございます。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、８番八木議員。 

○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）    はい、総合計画に関しまして再質問させていただきます。次の２つの

観点から住民参加、これをさらに進めるべきではないかという観点から再質問させていただき

ます。まず一つ目は、まちづくり委員と住民アンケートで民意は十分に反映できるのかなと、

こういう点であります。３月に行われました北海道大学との連携事業報告会、あるいは７月に

行われました異業種地域課題解決プロジェクトの中間報告会、このような内容の中でもいずれ

もまちづくり委員の積極的な参加が見られなかったような思いをしております。果たして新し

い未来を創造できるような企画ができるか、こういう疑問も持っております。まちづくり委員

会を中心に素案づくりを進める場合でも、福祉であったり教育であったり、あるいはいろんな

部門が出てくるかと思うんですが、部門別の小委員会を設け、幅広い人材の参加が必要と考え

ておりますがいかがでしょうか。 

２つ目は、旭北星地区小規模多機能事業で得たノウハウを生かすべきではないでしょうか、

こういう点であります。７月３１日、美栄会現地研修会で完成した小規模多機能施設ほたるを

視察してまいりました。慈光会の安倍理事長から完成までのプロセスの説明を聞き、まさに住

民参加の地域民主主義そのものであるような気がいたしました。住民自らがやるべきこと、地

域が担うこと、役場に要請すること、これが明確に議論され細分されております。住民参加型

のモデルというべき事例であり、総合計画作成にあたって取り入れるべき事項ではないのかな

と、このような思いをしております。以上の観点から、これまで以上に積極的に住民参加を求

めるべきと考えておりますが、いかがでしょうか。 
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（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    住民の参加についてを中心に再質をいただきました。答弁を申し上げま

す。基本的に住民の方々に多く参加をいただきながら、この総合計画についての設定といいま

すか、策定をしていきたいという思いは持っています。そんなことで、ある意味で住民意見を

代表するまちづくり委員会、そしてまた住民の皆さん方にアンケートなどを実施したいと、中

心的にはそういう取り組みを今回述べさせていただきました。議員からはそれで良いのかとい

うことでありますけども、幾つか論点があると思うんですけども、一つはやはり民主主義とい

う部分で住民の意見を聞くという、その部分をどういうふうに見るかということであります。

つまり、このような形で町村の場合は２元代表制といいますか、そういう形になってるわけで

ありますけども、まさにこの住民の負託を受けて選挙を受け、そしてそこで意見を交わす、こ

の場が実は民主主義の要であります。ですから、ここが住民の方々の意見を聞く場の大きなや

はり場だというふうに、我々はひとつそこは押さえなきゃならんというふうに思ってます。こ

こは決定機関であるとともにやはり住民の意向、住民の思いをやはりここで論議しながらまち

づくりを進める場というふうに強く思っています。しかし、それだけではやはり住民の方々の

いろんな幅広い意見を取り込めないっていうことで町づくり委員会等を行い、またアンケート

も行うということでありますけども、もう一つの観点としては、この総合計画の部分について

は最近、昔はもっと厚くてですね、いろんな項目がある程度細かい内容についても切り込んで

入っていました。しかし今、いろいろ計画を見ていただいてると思いますけども福祉の関係、

介護保険ですとかいろんな計画が、相当分厚いものがそれぞれのところで作り上げてきていま

す。そうすると、それをもう全部網羅して総合計画を作るというよりも、やはり町づくりの方

向性をどうするんだという、やはり大きな流れをこの総合計画の中で示していくというのが大

きな役割になっていくわけであります。そういった各計画の部分の整合性を図りながら、やは

り方向性を示すという部分を重点に置きながらこの計画を策定していくという考え方をして

います。そういった面からしますと、議員言われるとおりアンケートだけでやれるのかという

ことで、この辺は我々もやはり相当いろんな考え方をしなければならんというふうに思ってま

す。フォーラム等も開催というようなこともあるでしょうし、それから専門的な各大学ですと

か、それから福祉関係ですとか、言われたようにそういう専門者の方々の意見を聞く場という

のは当然必要になってくるだろうというふうには思っていますんで、そういった部分について

は今後の課題を整理する中で意見聴取をしていくという形になるというふうに思ってます。た

だ、これは町民の意見を聞くというよりも、やはりそういう専門の部分の方々にこういった

我々の方向性についてどういう意見があるんだということですから、これはまたこれで一つの

我々の計画を作る上での重要な観点として持っていきたいというふうに考えてます。そういう
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形で今進めようと思っているところであります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、８番八木委員。 

○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）    町長も十分ご存じだと思うんですが、昨年、私、美しい村連合で海士

町の方へ総会に参加させていただくことができました。実はここの澤田副町長とお話をする機

会がありまして、ちょうど総合計画に関してちょっと興味があったもんですから、ちょっとお

話をいたしまして海士町の総合計画の資料をもらってまいりました。この中には基本構想、こ

の部分と、それからもう一つは住民がやるべきことといいますか、例えばこういうことを表現

されておりましたが、１人でできること、１０人でできること、１００人でできること、１千

人でできることと、こういうような形で住民自らが、ここで副町長言われてたのは５０人ほど

の町民の方を集めて、いろいろ検討しながらこの部分については作ってきたんですと、こうい

うことでお伺いをいたしました。やはりここで海士町の５０人と言うと、美瑛で言えば２００

人ぐらいの人数なるんだろうと思うんですけども、大変全町取り上げてこういった組み立てを

してきたと、こういう事例がありました。前回の異業種プロジェクトの時に町長が取り上げた

海士町の島前高校、こちらの方で島留学ですか、こういったことを取り上げて話しされました

けれども、こういったことも１千人でできることと、こういった課題の中に入っておりまして、

町長の言われたことはこういうことなんだなと、こういうような再認識をいたしております。

ここで何が重要かといいますと、やはりこの部分は住民の皆さんでやってくださいよと、こう

いうことを言わなければならない時代にきているんだろうと思います。こういった観点から、

やはり自分たちが立てた計画であれば、自分たちでやはり責任を持ってやり切る。こういう仕

組みづくりも必要な時期ではないのかなと、このような思いを持ってこのような質問をさせて

いただきました。このような観点をどうお考えか町長にお伺いをいたします。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    はい、計画の策定の今後の手順ということを踏まえますと、今現在持っ

ている計画、これについてはこれまでのいろんな歴史を踏まえ、また、まちづくりの歴史を踏

まえて作り上げられてきたもんだというふうに認識をしています。しかし、１か所にとどまる

ということになりません。環境は変わり、また我々がまちづくりの中で取り組まなければなら

ないこと、まちづくりをしなければならないことのいろんな状況が変わってくるわけでありま

すから、その部分について今までの計画に照らし合わせていくという手続きになるというふう

に思います。そうなると、やはりそこでいろんな膨らみを持たす、一度やはり膨らみを持たす

こととなります。幅広い内容になってくると思いますが、それをもう一度絞り込む手続きが必

要になってきます。今、私どもの考えてるのは今の計画をどういうふうに、何が必要で、こん
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なことも必要だとかっていうような部分、膨らます部分についてやはりいろんな意見を聞くと

いうことで、アンケートですとかそういったことをしていこうということであります。そこで

はやはり膨らんでいくものを町民の間で、またもう一度住民の間の、まちづくり委員会が中心

になりますけども意見を交換して絞り込んで、ある程度将来の目標を見える形で姿を描いてい

くということになると思いますんで、その段階で住民の方々のいろんなご意見を聞くというこ

とを取り組んでいく考えであります。今、ご指摘をいただきましたまちづくりの中に住民の活

動がどうだということ、非常に海士町の部分については参考になる事例でありました。そうい

った離れ島の島の中で彼らが置かれた環境でこういうことをやったと、美瑛町の場合は美瑛町

に置かれた環境でどういうことがまちづくりの中に可能なのかというようなことは、いろんな

方々のご意見が出てくると思いますんで、そこを合わせていきたいと思います。ただ、やはり

先ほども述べさせていただいたとおり絞り込みながら、この議会の中でやっぱり民主主義の最

終的な決定としてここで整理をしたいというふうに思ってます。手続きとしては、そんなふう

に考えています。ですから、海士町の部分の取り込みをどんなふうにできるのかは、今ご意見

いただいた部分について担当課でもよく検討させていただければというふうに思っていると

こであります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、８番八木議員。 

○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）    再々質問させていただきます。そこで先ほど申し上げました 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    いや、もう終わりました。 

○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）    すみません。次に移らせていただきます。次は、教育長に意見を再質

問させていただきます。公表については、教育委員会で審議してるということでありますが、

なかなか深く入りきるということができないんですが、学校教育に地域の参画が不可欠という

観点から、この観点から森平議員と重複しないような形で再質問をさせていただきます。学校

別の結果までは要求はいたしません。農村部の小学校総体ではこういった感じ、それから市街

地区においてはこういう状況にあると、こういった形で大ぐくりな評価といいますか、こんな

評価は必要なんではないだろうかなと、こういうような思いをしております。 

７月に総務文教常任委員会で美進小学校、それとなかよし児童館、こちらの方を視察してま

いりました。美進小学校ではスクールバスの待ち時間に子供たちが自由にボール遊びをしてい

たと、こういう光景を目にいたしました。こういった形で、やはり中学校に行きますと、チー

ムスポーツですとかこういった形にやはり参加してみたいなと、こういう子供たちが出てくる

んではないかと思います。こういった形で農繁期ですからやはり農家の方のご父兄、あるいは

そういった方がここに関わると言いますか、支援できないような状況にあります。そんな形で

ここを市街地区の方から応援すると、こういった形にできないのかなと、こういうような思い
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です。また、町中児童館の方ですけれども、こちらの方ではいろいろたくさんの子どもたちが

集まって、少年団活動に行く人がいて、また戻ってくるというような人もいると、こういうよ

うなお話を聞いております。やはりここでも地域の人材をやはり活用すると、こういった形で

子供たちの人材育成と言いますか、こんなことができないのかなと、こういうような思いをし

ています。やはりこういった形で学校に行くのが楽しい、自分の良いところはここだと、将来

の夢はこれ、こういったことを自覚させることは、学校それから家庭だけではなく地域の関わ

り方、これが大きくなってくるのではないかなというような感じをしております。それにはど

ういう課題があるのか、情報の共有化がやはり必要だと思っております。農村部と市街地区の

小学校では、こういった公開の仕方はできないのでしょうか。中学はやはり地域で分けても、

おのずと分かってしまいますので中学までとは求めません。小学校の方でこういった形の公開

はできないのかなと、こういうような思いをしておりますので教育長に再質問させていただき

ます 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、千葉教育長。 

○教育長（千葉茂○教育長（千葉茂○教育長（千葉茂○教育長（千葉茂美君）美君）美君）美君）    はい、今、八木議員からの再質で市街地の学校、市街地以外の学校、

小学校の分について公表できないのかという内容でございます。それぞれの学校についての公

表については、今のところ考えていないところです。それぞれ対象学年に１人２人という学校

もありますし、個人の情報がそのまま出るような形となりますので、学校名を挙げての公表は

今のところ考えてございません。八木議員おっしゃるとおり、農村部と市街地の公表は必要で

はないかというような話しもございます。これについても公表するかどうか、併せてどのよう

な方向で公表するのか、公表するにあたってもそれぞれ配慮事項等がございますんで、この辺

については今教育委員会議の中でもいろいろ委員さんからご意見をいただいているところで

あります。先ほどスピード感を持って方針を決めれと言われましたけども、これについては慎

重に取り組んでまいりたいというふうに考えてございますので、慌てることなく、公表だけが

ひとり歩きしないように十分に検討しながら北海道管内の状況、市町村の状況も勘案しながら

慎重に結果の公表の方法も含めて協議して進めてまいりたいというふうに考えております。 

もう１点、美進小学校の例を出されましたけれども、地域の方々が参画した中で市街地の保

護者の方が農村部の方に行って、先ほど花輪議員の質問にあった土曜学習の一面にもあたるか

と思いますが、いろんな保護者なり地域の方のニーズも捉えながらそういう方法も必要である

というのは私も考えてございますし、今後そんな方向も含めて地域のいろんな人材を活用しな

がら小規模校、中規模校と言われる学校のいろんな交流も含めながら、この学力学習状況調査

の結果も踏まえた中でどんな課題があって、どういう施策が良いかということも十分に検討し

ながら、ここについては早めの対策を打ってまいりたいというふうに考えてございます。以上
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でございます。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、８番八木議員。 

○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）○８番（八木幹男議員）    再質問をさせていただきます。今日朝来ましたら、教育委員会の評価

報告書をいただきました。この中でちょっと気になること、これに関しまして気になることが

ありまして、前回もちょっと気になった部分なんですが、開かれた学校づくりの推進と、こう

いう項目がありまして、１点目は特徴ある学校づくり、これについての評価が課題、問題点、

方策というところで、へき地校では積極的に活用されているが、市街地区校での新たな人材の

発掘に努めると、こういうような考え方。あるいは３項目目には、学校運営支援協議会の活用、

こちら佐藤議員の先ほどの質問の中にも含まれているかなというような思いをしております

けれども、やはり学校運営支援、こちらの方のコメントの方は学校運営支援協議会を形がい化

することなく保護者や地域と目標を共有し、地域ぐるみで子どもたちを育む取り組みを強化す

る必要があると、このような自己評価をされております。こんな形でやはり先ほど言いました、

こちらの学力テストの評価といいますか、こういったことも一つの目安になるのかなというよ

うな思いをしております。やはり分析するに当たってもやはり定性的な分析と、それから定量

的な分析をされてるとは思うんですが、やはりこの定量的な分析をする上には、やはりこうい

った情報がないとやはりちょっと難しいのかなと、こういうような思いをいたしますので、重

複する部分もありますが再度この辺のところの考えをお伺いしたいと思います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、千葉教育長。 

○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）○教育長（千葉茂美君）    はい、今の教育委員会評価の中の問題点の中で学校運営支援協議会、

それから開かれた学校ということで地域のつながりということを含めて、いろんな情報を地域

に提供すべきでないかということだと思いますし、それにはこの学力学習状況調査の結果も踏

まえた中でいろんなことを地域とともに進めるためには、発信する必要があるんでないかとい

うことだと思います。先ほどの森平議員の質問の中にもありましたとおり情報発信、それから

いろんな施策の発信等について、いろいろ課題もあるということは承知しているところです。

学校運営支援協議会等については、ＰＴＡの役員を含めて地域の方が入っていただいて、学校

に対していろいろな評価をしてもらうという取り組みをしていただいております。開かれた学

校づくりという中ではやはりこういう組織も必要ですし、地域全体で子供たちを見守り育てる

という体制は大変必要だというふうに私も理解しております。今後はそういうことも含めまし

て、各学校でそれぞれ分析等もしておりますし、今後、保護者なり地域の方、それからいろん

な面で今回の結果を受けた中で課題について出し、そして解決策等を、改善策等を出しながら、

それぞれの学校、特色ある学校づくりということでそれぞれの学校の特色を出しながら今進め
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ているところで、それを踏まえた中で教育委員会で、町全体の中で、その中で良いものについ

ては取り上げ、今後改善していかなければならない部分については十分に協議しながら、また

来年の予算等もありますが、その中でもいろんな施策等に反映できるものについては反映した

いというふうに考えてございます。以上でございます。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、８番議員の質問を終わります。 

次に４番杉山勝雄議員。 

（「はい」の声） 

はい、４番杉山議員。 

（４番 杉山 勝雄議員 登壇） 

○４番（杉山勝雄議員）○４番（杉山勝雄議員）○４番（杉山勝雄議員）○４番（杉山勝雄議員）    最後の質問になりますので、どうぞよろしくお願いいたします。４番

杉山勝雄。安倍政権の骨太の方針と新成長戦略をどう見るか。安倍首相はこの６、７月、骨太

の方針２０１４と新成長戦略の２つの政策方向を打ち出しました。そこで目を引くのは、人口

急減、超高齢化の克服を前面に押し出して諸政策の大義にしようとしていることです。少子化、

高齢化の進行そのものは現実であり、当然それへの対応は必要なことです。しかし、今回それ

を前面に押し出してきたことには政治的な意図を感じています。 

日本創成会議が５月に提言したストップ少子化、地方元気戦略には２０４０年までに若年女

性２０歳から３９歳が５０％以上減少する市町村が全体の４９．８％になるとの推計を発表し、

マスコミも騒ぎ立てましたが、それは極端に誇張された表現というものだと思います。６月の

定例会で私も一般質問にそれを使いましたが、しかし、それを無批判に扱うことは危険だと思

っています。なぜなら、人口急減、超高齢化の克服が、安倍内閣の今後の政策方向の大義や旗

印となった以上、そこから真意を読み取り、どのように評価し、住民の利益と地域経済の振興

に具体化していくのか、わが町に問われてきます。 

そこで、安倍政権の政策や評価を町長に質問したいと思います。骨太方針２０１４と新成長

戦略を見る前に、これまで安倍内閣が進めてきたことは何だったのか。これまでの１年８か月

をみれば、新たな施策がどういう方向に進むのかが見えてまいります。アベノミクスと持ては

やされておりますが、それが貧困と格差を広げたものであることは、我々の生活実感から言え

ると思います。それは、高齢者を中心に福祉の切り下げと負担増、法人税減税と消費税増税、

ＴＰＰ、雇用のルール破壊、農業委員会、農業生産法人、農業協同組合の一体的改革、地方制

度の新たな改変など、国民や関係団体から大きな反発を招くことが必至の政策でした。それを

今度は人口急減、超高齢化の克服という旗印で、今までの方向を押し進めようとしているから

です。 

また、地方重視という押し出しも今回の目玉で、地方制度の新たな改変を進めようとしてい

ることです。キーワードはローカルアベノミクス、集約と活性化、司令塔となっています。ロ
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ーカルアベノミクスがどこまで効果が上がるかは期待できないものとしても、少子化と人口減

少を克服することを目指した総合的な政策の推進として、このための司令塔となる本部を設置

し、政府と一体となって取り組む体制を整備すると、強力な体制での推進を決めたことです。

平成の大合併の推進体制を上回る体制だそうです。 

そこで危惧される点は、集約とネットワークが新たな広域連携構想で進められることです。

既に多くの市町村は、さまざまな連携事業に取り組んでいます。今、なぜ新たな広域連携が必

要なのか。確かに地方が向き合わなければならない困難な課題は多々あります。そこに万能薬

があるわけではありません。そうしたときこそ自らの地域を客観的に見つめ、何が足りなく、

何が強みなのか、住民要求や地に足の着いた対応が求められるのではないでしょうか。 

言うまでもなく、美瑛町は平成の大合併を選択せず自立した町づくりを目指して日本で最も

美しい村という政策を掲げ、独自の歩みを進めてきたと理解しております。こうしたわが町の

特徴と要求を活かした取り組みこそ、地域活性化の大道だと思います。 

ローカルアベノミクスと叫ぶ以上、一定の財源出動や制度も出てくるでしょう。だからとい

って、無駄な事業やわが町の足腰を衰退することにつながるようなものは厳しくチェック、批

判し、住民の利益と地域経済の振興に役立つものは積極的に活用する見地で臨むことが必要か

と思います。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ４番議員の質問の答弁を求めます。 

（「はい」の声） 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    ４番杉山議員の一般質問に答弁を申し上げます。最後、７人目の議員の

一般質問ということでありますので、どうかよろしくお願いを申し上げます。質問事項は、安

倍政権の骨太の方針と新成長戦略をどう見るかということであります。お答えを申し上げます。

平成２５年１月末に安倍内閣が発足し、バブル崩壊後２０年以上も続いていたデフレによる日

本経済の停滞からの早期脱却と日本再生のため、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投

資を喚起する成長戦略を三本の矢と称して新たな経済政策、アベノミクスを閣議決定したとこ

ろであります。その結果、円安の流れができ、大企業を中心として業績が改善し設備投資も増

加するなど、また震災復興事業や公共事業の増とも相まって雇用情勢も上向きとなり、地方に

おいてはまだ実感はありませんが、緩やかに国民生活の改善へとつながっていることと認識し

ております。また、今月の３日には第２次安倍内閣の改造が行われ、今後は地方創生と人口減

少や超高齢化対策の克服に向けた関係部局の緊密な連携のもと、地方が持続的な地域社会の形

成と地域活性化策や長期ビジョン、２０２０年までの総合戦略を策定し、特に人口減少問題に

対処するための実行、実現内閣とされています。 
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そんな中、地方においては、山積する地域の問題を解決していかなければならず、地域の持

つ資源を有効活用した地域づくりに取り組んでいかなければなりません。議員ご指摘のアベノ

ミクスの効果についても、やはり問題が多くあると考えております。ＴＰＰに見られるように、

グローバル化の推進姿勢により、企業は海外に生産工場の拠点を求め、企業生産体制が確立し、

現在の経済の仕組みをつくり上げてまいりました。その結果、日本での輸入が増加し、国内に

ある工場などでは不採算部門の切り捨てを余儀なくされ、地方の衰退につながっております。

また、企業に農業分野の算入のための規制緩和を実施していますが、農業政策においては単に

大規模経営的な生産性の向上を求めるのではなく、安全な食糧の確保と、そこに暮らす地域と

の交流や文化そのものとの関わりに重点を置いた取り組みが重要な役割ではないかと思ってい

ます。 

国は、広域連携や地方中枢拠点都市構想など一層の市町村連携を進めていますが、我々の地

域には都会に無い、そこでしか見出すことのできないすばらしい文化歴史的景観や農村景観が

あります。子どもを産む年代の女性の数を推計して市町村の消滅をセンセーショナルに宣伝す

ることよりも、それぞれの地域が自立した独自の活動を展開していくことが求められ、地域で

どう自立した町として存続していくのか、その方策を考えていかなければなりません。 

本町は、地域資源である農村景観を生かし、自立した持続可能なまちづくりを目指すべく、

いち早く日本で最も美しい村づくりを展開し、丘のまちびえいを全国に発信してまいりました。

そこで生産される農作物や観光地としてのブランド化を推進し、それを強みとして持続的な地

域経営を模索しているところであります。課題はさまざまで山積していますが、教育、福祉、

文化など本町の特色あるものをつくり上げて、更に発展させていかなければなりません。 

また、本町は農業のまちでありますので、新規就農者対策をはじめ各種制度を活用し、生き

残り、そして耐えられる施策を講じてまいりますとともに、商工業の振興についても同様に講

じてまいります。移住対策や空き家対策もまちづくりの最重要課題と認識し、その対応を検討

してまいります。さらには、原発に依存しない再生エネルギー化の施策も検討しているところ

であり、そのためにも確実な国や道の補助交付金制度を最大限に活用し適切な財政基盤を維持

しながら、今後の美瑛町のまちづくりのために知恵を絞って町政運営を進めてまいりたいと考

えております。以上であります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、４番杉山議員。 

○４番（杉山勝雄議員）○４番（杉山勝雄議員）○４番（杉山勝雄議員）○４番（杉山勝雄議員）    はい、再質問いたしますけれども、肩の力を抜いた質問になるかと思

いますので。先日１５日ですか、敬老会が開かれました。そこで、今年１００歳以上の方が５

万９千人になったことや、５０年前との比較がひとしきり語られました。このように、長寿社

会がつくられたというのはさまざまな努力と、そして医療や国民皆保険をはじめ健康や福祉の
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制度などの充実があったことは明らかだというふうに思います。ただ、見落としてならないの

は、戦後の日本が憲法９条のもと戦争する国に進むことを許されなかった。このことも非常に

重要なことではなかったかなというふうに思うんです。戦後直後、昭和２２年の平均寿命が男

で５０歳、女性で５３歳だったことからも平和こそ長寿社会の最大の土台であるということが

言えると思います。経済大国日本が７０年近く戦争をしていないというこの事実は、世界でも

極めて珍しいことです。平和な日本であったからこそ予算も、そして経済面でも投資や生産に

振り向けることができたのではないかというふうに思うんです。自立したまちづくりも平和で

あってこそ、そこに力を尽くせるんだというふうに考えます。そこで、町長は地方においてま

だ実感はありませんがと断った上で、景気は緩やかに国民生活の改善へとつながっているとい

うふうに言われました。安倍首相自身も景気は緩やかな回復基調にあると強気の姿勢でありま

すが、これは消費税を１０％に引き上げるための景気判断を、ここへ来て下方修正するわけに

はいかないとの思惑が働いての言い分ではないでしょうか。金融緩和策で円安が加速され、輸

入物価の上昇と消費税増税で実質賃金が下がり、消費が減少する悪循環に陥っています。また、

消費税増税が福祉の向上にも、財政の再建にも結びつかなかったことは、もはや明白ではない

でしょうか。ここに来ていろんなところから成長率の下方修正の発言が出てきています。景気

悪化の悪循環から抜け出せていないのが現実ではないでしょうか。ここから抜け出すためには、

安倍首相が言う世界で１番企業が活動しやすい国ではなく、働く人の所得を増やす中小企業を

活発にするといった国民の懐を温める政策こそ必要ではないかと思うんです。来年１０月から

の消費税の増税は中止すべきではないかと思っています。そして、今回の改造内閣で女性の活

躍とか地方の再生がキーワードのように押し出されました。このことは、そこまで無視できな

いほどひどい状態になっている、そういう背景がそうさせているのではないでしょうか。とこ

ろが、掛け声と中身がこれほど矛盾を抱えているのも珍しい内閣です。女性の活躍と言いなが

ら配偶者控除、第３号被保険者制度、配偶者手当の廃止、縮小などを検討すると言っています。

さらに、過労死の促進や残業代ゼロなど働き方のルールを壊そうとしています。全く逆の方向

を向いて走っているんではないかと、このように思います。そして、目玉として新設された女

性活躍省に就いた大臣もひどいもんですね。女性の大臣でありながら男女共同参画を公然と否

定する立場の人がその大臣に就いています。他の女性閣僚も同じような主張を持った人たちが

今回大臣に就きました。本当に女性が活躍できる環境をつくろうということは、ここからは期

待できません。女性の地位後進国である日本で今実態はどうなってるか。働いている女性の約

６割が非正規雇用です。また、正規雇用であっても長時間労働が進んでいて、働くことと子育

てを両立させる環境が整備されておりません。そのために、第一子を産んだ後に約６割の女性

が職場を去っています。本当に女性が輝く社会の実現を掲げるなら直接雇用、常用が当たり前

の社会、長時間労働を法で規制する、男女同一労働、同一賃金、最低賃金の大幅引き上げなど
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で、男女が共に仕事と家庭を両立できる政策をセットで提起しないと現実的なものにはなりま

せん。地方の活性化でも、施設やサービスを拠点都市に集中させて周辺地域を切り捨てる方針

であります。農業分野では、農業委員会や農協の一体改革を進めるという、これはＴＰＰに反

対したことへの仕打ちなのでしょうか。これで本当に農業の成長産業化への道なのかと言いた

くなります。以上で再質問を終わりますけれども、再々質をするつもりはありませんが、あま

りの暴走内閣に批判もせず、町長だけを突ついていても片手落ちかなという気も日増しに募っ

ておりますので、以上の再質で終わります。 

（「はい」の声） 

○議長（齊○議長（齊○議長（齊○議長（齊藤藤藤藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    再々質はないという前提で答弁をさせていただきますが、杉山議員さん

の思いを、よく伝わってきているご質問だったというふうに思っています。私も幅広い再質だ

ったものですから、どこを答えていいのかっていうのは、ちょっとなかなか難しいところがあ

りますが、敬老会で長寿社会、そこに日本の国としての社会保障なりそういったものは、いろ

んな課題あるにしても積み重ねてきたその成果についてやはり享受しようということであり

ますが、それもそういうことを認めていただきながらもやはり平和ということも重要な要素だ

と、これはもうまさに言われるとおりだというふうに思ってます。平和という部分についてち

ょっとだけお話をさせていただきますが、最近またいろいろと海外に派兵の部分だとかそうい

った部分では集団的自衛権の問題等がありました。国の政策の部分ですから、一地方の町の町

長が公式の場でその部分についてどう判断するとかということはおこがましいことでありま

すし、一個人として家に帰ればぶつくさぶつくさ言ってるような状況であるというふうには述

べさせていただきたいんですが、ただですね、一つ方向を間違えちゃいけないのは、平和の国

として日本は憲法で位置づけられてきて、しかし一方では隣国のやっぱり大国化というような

こと、さらには局地紛争が非常にいろんな形で火が噴いているというような形の中で、国を守

るという部分についての主枠をしっかりと積み上げていくということは、私はこれはあって良

いことだというふうに思ってます。そうしなければいけないんだというふうに思ってますが、

一つ今回の方向でやはり気になるのは力という部分に偏ってですね、つまり我々は平和の国を

望んで武力についても一定限の防衛力について持つというとこで、国民の合意はある程度得て

るというふうに私は判断をしていますけども、そこの部分の武力という部分を見直すという一

方でですね、やはり平和については、もう一方は外交なり話し合いですから、そういった部分

の能力なり、そういった部分の取り組みが片方ではそういう取り組みをしながら、やっぱり紛

争のレベルが上がってくるとそういう取り組みをし、片方でやはりそういう平和に対しての本

当に平和であるべき原論って言いますか、そういったものが盛り上がって政治の中で動いてい

かなきゃならんというふうに思っています。私自身、今、国の政治を見ていてちょっとおかし
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いなというのは、政策を打つ政府の言うことに何か違うことを言えば、そっから排除されると

いうそういう国ができ上がってきつつあるのが、非常に私は問題があるんではないかというふ

うに思ってます。実はですね、町長方もですね国の施策に何か注文をつけるとどうも危ないぞ

というような、つまり予算の関係も含めてですねこういう意識が、昨日も実は会合があって話

したんですけど、会合って言いますか北海道町村議会議長会と合同でですね道議会に対する要

望を行ってきました。その話しは後でしますけども、そのときに話をしたときに議員さん頑張

ってくれと、あんたたちは言っても予算に関わることはないけど、町長が言うと予算に関わっ

て来る可能性があるというのは、ちょっとそんな話が出てしまうという状況、どうも原論とい

う部分に対してのリスクという、原論を制御することのリスクっていうのがちゃんと国民に認

識されてないといいますか、そういうところがどんどん剥ぎ取られていく、個人情報だから言

えないとかですね、一方では個人情報をですねどんどん犯罪防犯ということもありますけども

映像にとってですね、それを徹底的に活用できる社会をつくってるわけですよね。そうすると、

権力のある方は個人情報はどんどん入ってくる、権力の無い方は個人情報は全く入ってこない

という、こういう情報の社会ができている。この辺の部分については、やはり怖いところをい

ってるというふうに判断する必要があるんではないかと思ってますから、平和は長寿社会のま

さに末だという部分では、こういった部分について私自身も町長としてというよりも、一国民

としてやはり注意していかなきゃならんというふうな思いをしています。それから、今度は景

気という部分でありますけども、実は私も中小の企業の中で生きてきて、そういう方々とも今

もいろんなお付き合いをしてて、実はですね、円高というのは乗り越えれないハードルであり

ました。この円高が止まらない限り、もう中小企業は起き上がることはないぞというぐらい円

高っていうのは非常に厳しい状況にありました。ですから今回のアベノミクスで、これはいろ

んな日銀の総裁になった方なんかのいろんな経験を持ってる方々の知恵によって、円安の方向

に向いたという部分についてはですね、政策的な部分の評価は、私は一定の評価はすべきでは

ないかというふうに思っています。これは今まで誰も乗り越えれなかったことですからそれを

やって、大企業中心とはいえ日本の中にある程度の経済の活力を生むべき、そういうものに火

をともしたという部分での施策を、こういうものをやはり評価するものはある程度評価してか

ないと本当の道が見えてこないんだというふうに思っています。ただですね、予想とは違った

のは、結局昔は円安になって貿易が発展すれば大企業の下請けが活発に動いたんですけど今は

そうならないという、先ほど杉山さんの方からありましたとおり、中小企業は全く仕事が変わ

んないんですね。大企業が要するに貿易を上手にやって儲かるかと、外の労務費の安いとこで

作らせてそれをどこかに売ってるというような、そういう経済活動が膨らむだけで、これはち

ょっとここまでいってるのかというぐらいですけども予測外でした。ですから国は今、公共事

業を増やしてアベノミクスの効果はあるんだというふうにやってますけど、この化けの皮は剥
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がれると思います。これは剥がざるを得ないというふうに思ってますんで、景気問題がどうな

るのかということであります。実はですね、安倍首相に近い方のコンサルタントをやってる方

の文章を一回読んだことあるんですけども、実は大企業の経済が覆ってるのは国民の２０％だ

と。あとの８０％はやはり中小企業や農業だとかそういう地方のものが握っていると。だから

ここを上げなければ、いくらアベノミクスが何本の矢をやっても国民の支持を得られるような

そういう経済政策にはならないんだということを言っていましたけど、まさにそこに今手を突

っ込もうと、安倍首相はそこをやろうとして動いてきてるんだというふうに思ってます。それ

が今回の地方創生というようなことでありますから、ここをどう我々がどう受け止めていくの

か、美瑛町としてはどんなふうに対応していくのかということが問われるというふうに思って

います。しかし実はですね、地方に対する考え方もじゃあどうなんだということなんですけど

も、国はですね今ある地方自治体なり、地方の農業なり、地方の産業をそのまま生かそうと考

えてはいないと私は思っています。つまり今アベノミクスがやろうとしていることは、新たな

日本の国の大企業を中心とした国の再編です。それをやろうとしているんだと思います。です

から、農地をいろんな形で企業に使えるようにせだとか、それから町や村は地域のダム理論み

たいなことを言って、例えばこの地域であれば旭川があれば東京一極集中に上がるんじゃない

かと、美瑛の町が無くなっても旭川がそこの受け皿になればいいじゃないかと論理を今進めて

いて、道州制というものを地方創生の中に重要な課題として織り込んでいます。ですから、や

ろうとしてることはそういうことだというふうに思ってますので、地方創生といっても我々が

黙っていて何か地方が良くなるなんてことはあり得ないというふうに判断をしています。そん

な面から今後、しかし、これはですね政策として国民が選んだ政党であり、国民が選んだ政治

でありますから、これをただこういう状況を判断しながらそれを駄目だ駄目だと言っていても

それは私どもにとって何の力にもなりませんので、そこに対して我々がどういう対応をしなが

ら地域づくりをしていくかということが問われていくんだというふうに思っています。それか

ら、先ほど北海道町村議長会と共同に話してきたというのは、実は先ほど申し上げました要望

してきたというのは道州制の問題であります。道州制も実は我々の中でもいろいろと議論をさ

れてきて、結局地方分権のための道州制、つまり今我々が地域づくりをしている地域に分権、

地方がそれなりの自分たちの道を歩めるようにという分権から今の道州制っていうのは全く

変わってしまって、先ほどのダム論のように再編する、１０万人いなければ一つの基礎自治体

と認めないと、基礎自治体って何だったら、町や村でないのかったら、いや基礎自治体だと。

ということは、町や村を前提にしてないということでありますから、これは今までの検討した

分権を中心とした道州制ではなくて、大企業なり東京を中心とした国づくりの再編成だと、そ

のための道州制だというふうに我々は判断を今の段階ではしています。それで議長会と一緒に

なってこういう部分について北海道としても、道議会としてもこの部分について道州制には反
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対してくれと、今の道州制には反対していただきたいということで申し入れをしてきたところ

であります。これは自民党、民主党、それから公明党さん、共産党さん、道民クラブいろんな

方々全部にしてきたところであります。ですから、今我々がこの地域、我々が今の時代の中で

地域づくりをどうやっていくかというのは、まさに我々自身が我々の頭、我々の地域の全体の

力を上げてこの大きなうねりの中に対応していかなきゃならんというふうに考えていますの

で、批判という形ではなく、我々は行動する成果を上げるものとして、つまり言葉で何かを表

すものではなく、実際に地域づくりを通してその答えを我々は提示してかなきゃならんのだと

いうふうに腹をくくっているつもりであります。どうかひとつそんな取り組みを今後もしてい

くんだということでご理解をいただき、ご指導等いただければというふうに思っているとこで

あります。以上であります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、４番議員の質問を終わります。 

以上で通告のありました質問は終了しました。これをもって一般質問を終わります。 

 

日程第５ 議案第１号 美瑛町議会の議決すべき事件に関する条例の一部改正について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第５、議案第１号、美瑛町議会の議決すべき事件に関する条例の

一部改正についての件を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい」の声） 

はい、石井総務課長。 

（総務課長 石井 典夫君 登壇） 

○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）    議案第１号の提案理由についてご説明を申し上げます。議案集につ

きましては１頁、改正に伴う新旧対照表は資料の１頁になります。本条例の改正につきまして

は、地方自治法第９６条第２項に規定する議会の議決すべき事件について追加規定するもので

ございます。１点目は、平成２３年の地方自治法改正に伴い、同法第２条に規定されていた市

町村基本構想の策定義務が撤廃され、自治体の総合計画策定について法的根拠がなくなったこ

とから本町の最上位計画でございます美瑛町まちづくり総合計画について、同法第９６条第２

項の規定による議会の議決すべきものとすることが適当であることから追加規定するもので

ございます。２点目は、姉妹都市等の提携解消についても同法第９６条第１項、及び本条例に

規定がないことから同法第９６条第２項の規定による議会の議決すべき事件として追加規定

するものでございます。それでは議案を朗読いたします。風邪を引いておりまして鼻水をすす

るかと、ご容赦いただきたいというふうに思います。 

（議案の朗読を省略する） 
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以上で議案第１号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。改正条例全文についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第５、議案第１号の件を採決します。議案第１号、美瑛町議会の議決すべき事

件に関する条例の一部改正についての件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願いま

す。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。従って、議案第１号の件は原案のとおり可決されました。 

 

散会宣告 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会いたします。

どうもご苦労さまでした。 

午後 ３時２４分 散会 
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上記のとおり相違ないことを証するため、ここに署名します。 

 

    平成２６年１２月１２日 

 

美瑛町議会 議 長   齊 藤   正 

 

      議 員   斉 藤 幸 一 

 

      議 員   穂 積   力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


